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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、第１の時間において、第１のプライマリコンポーネント
キャリア（ＰＣＣ）を介して第１のネットワークノードと通信し、セカンダリＣＣ（ＳＣ
Ｃ）を介して第２のネットワークノードと通信することと、
　前記ＵＥによって、前記第１の時間に続く第２の時間において前記ＳＣＣを介した第３
のネットワークノードとの通信を確立することであって、前記第１の時間および前記第２
の時間が、前記第１のネットワークノードから受信された第１のタイミング調整および前
記第３のネットワークノードから受信された第２のタイミング調整に基づいて個別に調整
可能であり、前記第１および第２のタイミング調整が、前記第１のネットワークノードお
よび前記第３のネットワークノードと通信するために当初に設定された時間の間の差、前
記第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードの負荷、前記第１のネ
ットワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信電力、または、前記
第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信信号品質、
のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定される、確立することと、
　前記第２の時間において、または、前記第１の時間と前記第２の時間との間に、前記第
３のネットワークノードとの通信を前記確立する間、前記ＵＥにおいて、前記第１のＰＣ
Ｃを介した前記第１のネットワークノードから第２のＰＣＣを介した別のネットワークノ
ードへのハンドオーバをトリガすることなしに前記第１のＰＣＣを介した前記第１のネッ
トワークノードとの通信を維持することと
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　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記第２のネットワークノードのカバレージエリアを出た後、前記ＳＣＣを介した前記
第２のネットワークノードとの通信を非アクティブ化することであって、前記非アクティ
ブ化することは前記ＵＥにおいてハンドオーバをトリガしない、非アクティブ化すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の時間において少なくとも１つの追加のＳＣＣを介して前記ＵＥによって少な
くとも１つの追加のネットワークノードと通信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの追加のネットワークノードの各々が、前記第１の時間中に前記Ｕ
Ｅの構成に追加されるか、または前記ＵＥの構成から除去される、請求項３に記載の方法
。
【請求項５】
　前記第１のＰＣＣおよびＳＣＣ上でのデータ送信についての少なくとも１つの許可を受
信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＰＣＣおよびＳＣＣ上での前記ＵＥのためのデータ送信のスケジューリング
が集中型である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＰＣＣが前記ＵＥのための指定された制御情報を搬送し、前記ＳＣＣが前記
ＵＥのためのデータを搬送する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＰＣＣおよび前記ＳＣＣが前記ＵＥのために独立して構成される、請求項１
に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のネットワークノードがアクセスポイントを備え、前記ＳＣＣが無認可帯域内
にある、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のネットワークノードがリレーを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のネットワークノードと前記通信することが、前記第１のＰＣＣを介して前記
第１のネットワークノードにデータを送ることと、前記第１のＰＣＣを介して前記第１の
ネットワークノードからデータを受信することとを含み、前記第２のネットワークノード
と前記通信することが、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードにデータを送
ることと、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードからデータを受信すること
とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のネットワークノードと前記通信することが、前記第１のＰＣＣを介して前記
第１のネットワークノードにデータを送ることと、前記第１のＰＣＣを介して前記第１の
ネットワークノードからデータを受信することとを含み、前記第２のネットワークノード
と前記通信することが、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードからデータを
受信することのみを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロ
ードキャストデータを搬送する、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　データが、前記第１のＰＣＣ上でハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）を用いて送られ
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、前記ＳＣＣ上でＨＡＲＱを用いずに送られる、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　第１の時間における第１のネットワークノードとの通信のために第１のプライマリコン
ポーネントキャリア（ＰＣＣ）を用いて、第２のネットワークノードとの通信のためにセ
カンダリＣＣ（ＳＣＣ）を用いて、ユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記第１の時間の後の第２の時間における第３のネットワークノードとの通信のために
前記ＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成することであって、前記第１の時間および前記第２の
時間が、前記第１のネットワークノードから受信された第１のタイミング調整および前記
第３のネットワークノードから受信された第２のタイミング調整に基づいて個別に調整可
能であり、前記第１および第２のタイミング調整が、前記第１のネットワークノードおよ
び前記第３のネットワークノードと通信するために当初に設定された時間の間の差、前記
第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードの負荷、前記第１のネッ
トワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信電力、または、前記第
１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信信号品質、の
うちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定される、構成することと、
　前記第２の時間において、または、前記第１の時間と前記第２の時間との間に、前記第
３のネットワークノードとの通信のために前記ＵＥを前記構成する間、前記第１のＰＣＣ
を介した前記第１のネットワークノードとの通信を維持するように前記ＵＥを構成するこ
とであって、前記ＵＥが前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードと通信
している間、前記ＵＥについて、前記第１のＰＣＣを介した前記第１のネットワークノー
ドから第２のＰＣＣを介した別のネットワークノードへのハンドオーバが実行されない、
前記ＵＥを構成することと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項１６】
　前記第１の時間における少なくとも１つの他のネットワークノードとの通信のために別
のＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成すること
　をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のＰＣＣが前記ＵＥのために構成される第１の時間期間中に前記ＵＥの構成に
前記ＳＣＣを追加するか、または前記ＵＥの構成から前記ＳＣＣを除去すること
　をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１のＰＣＣおよび前記ＳＣＣ上でのデータ送信についての許可を前記ＵＥに送る
こと
　をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１のＰＣＣ上でのデータ送信についての第１の許可を前記ＵＥに送ることと、
　前記ＳＣＣ上でのデータ送信についての第２の許可を前記ＵＥに送ることと
　をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　集中型スケジューリングを用いて前記ＵＥのために前記第１のＰＣＣおよび前記ＳＣＣ
上でのデータ送信をスケジュールすること
　をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
　分散型スケジューリングを用いて前記ＵＥのために前記第１のＰＣＣおよび前記ＳＣＣ
上でのデータ送信をスケジュールすること
　をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第１のＰＣＣが前記ＵＥのための指定された制御情報を搬送し、前記ＳＣＣが前記
ＵＥのためのデータを搬送する、請求項１５に記載の方法。
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【請求項２３】
　前記第１のＰＣＣが前記ＵＥのための第１のタイプのデータを搬送し、前記ＳＣＣが前
記ＵＥのための第２のタイプのデータを搬送する、請求項１５に記載の方法。
【請求項２４】
　前記第１のＰＣＣおよび前記ＳＣＣが前記ＵＥのために独立して構成される、請求項１
５に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ＵＥが、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り
、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、さらに
、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介し
て前記第２のネットワークノードからデータを受信する、請求項１５に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ＵＥが、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り
、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、前記Ｓ
ＣＣを介して前記第２のネットワークノードからデータを受信のみをする、請求項１５に
記載の方法。
【請求項２７】
　前記第１のＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロ
ードキャストデータを搬送する、請求項１５に記載の方法。
【請求項２８】
　データが、前記第１のＰＣＣ上でハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）を用いて送られ
、前記ＳＣＣ上でＨＡＲＱを用いずに送られる、請求項１５に記載の方法。
【請求項２９】
　前記第２のネットワークノードがリレーを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項３０】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、第１の時間において、第１のプライマリコンポーネント
キャリア（ＰＣＣ）を介して第１のネットワークノードと通信し、セカンダリＣＣ（ＳＣ
Ｃ）を介して第２のネットワークノードと通信するための手段と、
　前記ＵＥによって、前記第１の時間に続く第２の時間において前記ＳＣＣを介した第３
のネットワークノードとの通信を確立するための手段であって、前記第１の時間および前
記第２の時間が、前記第１のネットワークノードから受信された第１のタイミング調整お
よび前記第３のネットワークノードから受信された第２のタイミング調整に基づいて個別
に調整可能であり、前記第１および第２のタイミング調整が、前記第１のネットワークノ
ードおよび前記第３のネットワークノードと通信するために当初に設定された時間の間の
差、前記第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードの負荷、前記第
１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信電力、または
、前記第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信信号
品質、のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定される、確立するため
の手段と、
　前記第２の時間において、または、前記第１の時間と前記第２の時間との間に、前記第
３のネットワークノードとの通信を確立するための前記手段の間、前記ＵＥにおいて、前
記第１のＰＣＣを介した前記第１のネットワークノードから第２のＰＣＣを介した別のネ
ットワークノードへのハンドオーバをトリガすることなしに前記第１のＰＣＣを介した前
記第１のネットワークノードとの通信を維持するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３１】
　前記第２のネットワークノードのカバレージエリアを出た後、前記ＳＣＣを介した前記
第２のネットワークノードとの通信を非アクティブ化するための手段であって、前記非ア
クティブ化するための手段は前記ＵＥにおいてハンドオーバをトリガしない、非アクティ
ブ化するための手段
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　をさらに備える、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記ＵＥによって、前記第１の時間において少なくとも１つの追加のＳＣＣを介して少
なくとも１つの追加のネットワークノードと通信するための手段
　をさらに備える、請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つの追加のネットワークノードの各々が、前記第１の時間中に前記Ｕ
Ｅの構成に追加されるか、または前記ＵＥの構成から除去される、請求項３２に記載の装
置。
【請求項３４】
　前記第１のＰＣＣおよびＳＣＣ上でのデータ送信についての少なくとも１つの許可を受
信するための手段
　をさらに備える、請求項３０に記載の装置。
【請求項３５】
　前記第１のＰＣＣおよびＳＣＣ上での前記ＵＥのためのデータ送信のスケジューリング
が集中型である、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記第１のＰＣＣが前記ＵＥのための指定された制御情報を搬送し、前記ＳＣＣが前記
ＵＥのためのデータを搬送する、請求項３０に記載の装置。
【請求項３７】
　前記第１のＰＣＣおよび前記ＳＣＣが前記ＵＥのために独立して構成される、請求項３
０に記載の装置。
【請求項３８】
　前記第２のネットワークノードがアクセスポイントを備え、前記ＳＣＣが無認可帯域内
にある、請求項３０に記載の装置。
【請求項３９】
　前記第２のネットワークノードがリレーを備える、請求項３０に記載の装置。
【請求項４０】
　前記第１のネットワークノードと通信するための前記手段が、前記第１のＰＣＣを介し
て前記第１のネットワークノードにデータを送るための手段と、前記第１のＰＣＣを介し
て前記第１のネットワークノードからデータを受信するための手段とを含み、前記第２の
ネットワークノードと通信するための前記手段が、前記ＳＣＣを介して前記第２のネット
ワークノードにデータを送るための手段と、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワーク
ノードからデータを受信するための手段とを含む、請求項３０に記載の装置。
【請求項４１】
　前記第１のネットワークノードと通信するための前記手段が、前記第１のＰＣＣを介し
て前記第１のネットワークノードにデータを送るための手段と、前記第１のＰＣＣを介し
て前記第１のネットワークノードからデータを受信するための手段とを含み、前記第２の
ネットワークノードと通信するための前記手段が、前記ＳＣＣを介して前記第２のネット
ワークノードからデータを受信するための手段のみを含む、請求項３０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記第１のＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロ
ードキャストデータを搬送する、請求項３０に記載の装置。
【請求項４３】
　データが、前記第１のＰＣＣ上でハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）を用いて送られ
、前記ＳＣＣ上でＨＡＲＱを用いずに送られる、請求項３０に記載の装置。
【請求項４４】
　第１の時間における第１のネットワークノードとの通信のために第１のプライマリコン
ポーネントキャリア（ＰＣＣ）を用いて、第２のネットワークノードとの通信のためにセ
カンダリＣＣ（ＳＣＣ）を用いて、ユーザ機器（ＵＥ）を構成するための手段と、
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　前記第１の時間の後の第２の時間における第３のネットワークノードとの通信のために
前記ＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成するための手段であって、前記第１の時間および前記
第２の時間が、前記第１のネットワークノードから受信された第１のタイミング調整およ
び前記第３のネットワークノードから受信された第２のタイミング調整に基づいて個別に
調整可能であり、前記第１および第２のタイミング調整が、前記第１のネットワークノー
ドおよび前記第３のネットワークノードと通信するために当初に設定された時間の間の差
、前記第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードの負荷、前記第１
のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信電力、または、
前記第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信信号品
質、のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定される、構成するための
手段と、
　前記第２の時間において、または、前記第１の時間と前記第２の時間との間に、前記第
３のネットワークノードとの通信のために前記ＵＥを構成するための前記手段の間、前記
第１のＰＣＣを介した前記第１のネットワークノードとの通信を維持するように前記ＵＥ
を構成するための手段であって、前記ＵＥが前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネット
ワークノードと通信している間、前記ＵＥについて、前記第１のＰＣＣを介した前記第１
のネットワークノードから第２のＰＣＣを介した別のネットワークノードへのハンドオー
バが実行されない、構成するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項４５】
　前記第１の時間における少なくとも１つの他のネットワークノードとの通信のために別
のＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成するための手段
　をさらに備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　前記第１のＰＣＣが前記ＵＥのために構成される第１の時間期間中に前記ＵＥの構成に
前記ＳＣＣを追加するか、または前記ＵＥの構成から前記ＳＣＣを除去するための手段
　をさらに備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項４７】
　前記第１のＰＣＣおよび前記ＳＣＣ上でのデータ送信についての許可を前記ＵＥに送る
ための手段
　をさらに備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項４８】
　前記第１のＰＣＣ上でのデータ送信についての第１の許可を前記ＵＥに送るための手段
と、
　前記ＳＣＣ上でのデータ送信についての第２の許可を前記ＵＥに送るための手段と
　をさらに備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項４９】
　集中型スケジューリングを用いて前記ＵＥのために前記第１のＰＣＣおよび前記ＳＣＣ
上でのデータ送信をスケジュールするための手段
　をさらに備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項５０】
　分散型スケジューリングを用いて前記ＵＥのために前記第１のＰＣＣおよび前記ＳＣＣ
上でのデータ送信をスケジュールするための手段
　をさらに備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項５１】
　前記第１のＰＣＣが前記ＵＥのための指定された制御情報を搬送し、前記ＳＣＣが前記
ＵＥのためのデータを搬送する、請求項４４に記載の装置。
【請求項５２】
　前記第１のＰＣＣが前記ＵＥのための第１のタイプのデータを搬送し、前記ＳＣＣが前
記ＵＥのための第２のタイプのデータを搬送する、請求項４４に記載の装置。
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【請求項５３】
　前記第１のＰＣＣおよび前記ＳＣＣが前記ＵＥのために独立して構成される、請求項４
４に記載の装置。
【請求項５４】
　前記ＵＥが、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り
、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、さらに
、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介し
て前記第２のネットワークノードからデータを受信する、請求項４４に記載の装置。
【請求項５５】
　前記ＵＥが、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り
、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、前記Ｓ
ＣＣを介して前記第２のネットワークノードからデータを受信のみをする、請求項４４に
記載の装置。
【請求項５６】
　前記第１のＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロ
ードキャストデータを搬送する、請求項４４に記載の装置。
【請求項５７】
　データが、前記第１のＰＣＣ上でハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）を用いて送られ
、前記ＳＣＣ上でＨＡＲＱを用いずに送られる、請求項４４に記載の装置。
【請求項５８】
　前記第２のネットワークノードがリレーを備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項５９】
　プログラムコードを記録したコンピュータ可読記憶媒体であって、前記プログラムコー
ドは、
　　ユーザ機器（ＵＥ）によって、第１の時間において、第１のプライマリコンポーネン
トキャリア（ＰＣＣ）を介して第１のネットワークノードと通信し、セカンダリＣＣ（Ｓ
ＣＣ）を介して第２のネットワークノードと通信することをコンピュータに行わせるため
のプログラムコードと、
　　前記ＵＥによって、前記第１の時間に続く第２の時間において前記ＳＣＣを介した第
３のネットワークノードとの通信を確立することを前記コンピュータに行わせるためのプ
ログラムコードであって、前記第１の時間および前記第２の時間が、前記第１のネットワ
ークノードから受信された第１のタイミング調整および前記第３のネットワークノードか
ら受信された第２のタイミング調整に基づいて個別に調整可能であり、前記第１および第
２のタイミング調整が、前記第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノ
ードと通信するために当初に設定された時間の間の差、前記第１のネットワークノードお
よび前記第３のネットワークノードの負荷、前記第１のネットワークノードおよび前記第
３のネットワークノードにおける受信電力、または、前記第１のネットワークノードおよ
び前記第３のネットワークノードにおける受信信号品質、のうちの１つまたは複数に少な
くとも部分的に基づいて決定される、確立することを前記コンピュータに行わせるための
プログラムコードと、
　　前記第２の時間において、または、前記第１の時間と前記第２の時間との間に、前記
第３のネットワークノードとの通信を確立することをコンピュータに行わせるための前記
プログラムコードの実行中、前記ＵＥにおいて、前記第１のＰＣＣを介した前記第１のネ
ットワークノードから第２のＰＣＣを介した別のネットワークノードへのハンドオーバを
トリガすることなしに前記第１のＰＣＣを介した前記第１のネットワークノードとの通信
を維持することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと
　を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６０】
　前記第２のネットワークノードのカバレージエリアを出た後、前記ＳＣＣを介した前記
第２のネットワークノードとの通信を非アクティブ化することを前記コンピュータに行わ
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せるためのプログラムコードであって、前記非アクティブ化することをコンピュータに行
わせるための前記プログラムコードは前記ＵＥにおいてハンドオーバをトリガしない、非
アクティブ化することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコード
　をさらに備える、請求項５９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６１】
　前記ＵＥによって前記第１の時間において少なくとも１つの追加のＳＣＣを介して少な
くとも１つの追加のネットワークノードと通信することを前記コンピュータに行わせるた
めのプログラムコード
　をさらに備える、請求項５９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６２】
　前記第１のネットワークノードと通信することを前記コンピュータに行わせるための前
記プログラムコードが、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデー
タを送り、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信す
ることを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードを含み、前記第２のネット
ワークノードと通信することを前記コンピュータに行わせるための前記プログラムコード
が、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介
して前記第２のネットワークノードからデータを受信することを前記コンピュータに行わ
せるためのプログラムコードを含む、請求項５９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６３】
　前記第１のネットワークノードと通信することを前記コンピュータに行わせるための前
記プログラムコードが、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデー
タを送り、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信す
ることを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードを含み、前記第２のネット
ワークノードと通信することを前記コンピュータに行わせるための前記プログラムコード
が、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードからデータを受信することを前記
コンピュータに行わせるためのプログラムコードのみを含む、請求項５９に記載のコンピ
ュータ可読記憶媒体。
【請求項６４】
　プログラムコードを記録したコンピュータ可読記憶媒体であって、前記プログラムコー
ドは、
　　第１の時間における第１のネットワークノードとの通信のために第１のプライマリコ
ンポーネントキャリア（ＰＣＣ）を用いて、第２のネットワークノードとの通信のために
セカンダリＣＣ（ＳＣＣ）を用いてユーザ機器（ＵＥ）を構成することをコンピュータに
行わせるためのプログラムコードと、
　　前記第１の時間の後の第２の時間における第３のネットワークノードとの通信のため
に前記ＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成することを前記コンピュータに行わせるためのプロ
グラムコードであって、前記第１の時間および前記第２の時間が、前記第１のネットワー
クノードから受信された第１のタイミング調整および前記第３のネットワークノードから
受信された第２のタイミング調整に基づいて個別に調整可能であり、前記第１および第２
のタイミング調整が、前記第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノー
ドと通信するために当初に設定された時間の間の差、前記第１のネットワークノードおよ
び前記第３のネットワークノードの負荷、前記第１のネットワークノードおよび前記第３
のネットワークノードにおける受信電力、または、前記第１のネットワークノードおよび
前記第３のネットワークノードにおける受信信号品質、のうちの１つまたは複数に少なく
とも部分的に基づいて決定される、構成することを前記コンピュータに行わせるためのプ
ログラムコードと、
　　前記第２の時間において、または、前記第１の時間と前記第２の時間との間に、前記
第３のネットワークノードとの通信のために前記ＵＥを前記構成する間、前記第１のＰＣ
Ｃを介した前記第１のネットワークノードとの通信を維持するように前記ＵＥを構成する
ことを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードであって、前記ＵＥが前記第



(9) JP 6109924 B2 2017.4.5

10

20

30

40

50

１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードと通信している間、前記ＵＥについて
、前記第１のＰＣＣを介した前記第１のネットワークノードから第２のＰＣＣを介した別
のネットワークノードへのハンドオーバが実行されない、前記ＵＥを構成することを前記
コンピュータに行わせるためのプログラムコードと
　を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６５】
　前記第１の時間における少なくとも１つの他のネットワークノードとの通信のために別
のＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成することを前記コンピュータに行わせるためのプログラ
ムコード
　をさらに備える、請求項６４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６６】
　前記第１のＰＣＣが前記ＵＥのために構成される第１の時間期間中に前記ＵＥの構成に
前記ＳＣＣを追加するか、または前記ＵＥの構成から前記ＳＣＣを除去することを前記コ
ンピュータに行わせるためのプログラムコード
　をさらに備える、請求項６４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６７】
　前記ＵＥが、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り
、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、さらに
、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介し
て前記第２のネットワークノードからデータを受信する、請求項６４に記載のコンピュー
タ可読記憶媒体。
【請求項６８】
　前記ＵＥが、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り
、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、前記Ｓ
ＣＣを介して前記第２のネットワークノードからデータを受信のみをする、請求項６４に
記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６９】
　前記第１のＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロ
ードキャストデータを搬送する、請求項６４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項７０】
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　ユーザ機器（ＵＥ）によって、第１の時間において、第１のプライマリコンポーネン
トキャリア（ＰＣＣ）を介して第１のネットワークノードと通信し、セカンダリＣＣ（Ｓ
ＣＣ）を介して第２のネットワークノードと通信することと、
　　前記ＵＥによって、前記第１の時間に続く第２の時間において前記ＳＣＣを介した第
３のネットワークノードとの通信を確立することであって、前記第１の時間および前記第
２の時間が、前記第１のネットワークノードから受信された第１のタイミング調整および
前記第３のネットワークノードから受信された第２のタイミング調整に基づいて個別に調
整可能であり、前記第１および第２のタイミング調整が、前記第１のネットワークノード
および前記第３のネットワークノードと通信するために当初に設定された時間の間の差、
前記第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードの負荷、前記第１の
ネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信電力、または、前
記第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信信号品質
、のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定される、確立することと、
　　前記第２の時間において、または、前記第１の時間と前記第２の時間との間に、前記
第３のネットワークノードとの通信の確立中、前記ＵＥにおいて、前記第１のＰＣＣを介
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した前記第１のネットワークノードから第２のＰＣＣを介した別のネットワークノードへ
のハンドオーバをトリガすることなしに前記第１のＰＣＣを介した前記第１のネットワー
クノードとの通信を維持することと
　を行うように構成される、装置。
【請求項７１】
　前記第２のネットワークノードのカバレージエリアを出た後、前記ＳＣＣを介した前記
第２のネットワークノードとの通信を非アクティブ化することであって、前記非アクティ
ブ化は前記ＵＥにおいてハンドオーバをトリガしない、非アクティブ化すること
　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに備える、請求項７０に記
載の装置。
【請求項７２】
　前記ＵＥによって前記第１の時間において少なくとも１つの追加のＳＣＣを介して少な
くとも１つの追加のネットワークノードと通信すること
　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに備える、請求項７０に記
載の装置。
【請求項７３】
　前記第１のネットワークノードと通信することを行うための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータ
を送り、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信する
ことを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含み、前記第２のネットワー
クノードと通信することを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成が、前
記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介して前
記第２のネットワークノードからデータを受信することを行うための前記少なくとも１つ
のプロセッサの構成を含む、請求項７０に記載の装置。
【請求項７４】
　前記第１のネットワークノードと通信することを行うための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータ
を送り、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信する
ことを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含み、前記第２のネットワー
クノードと通信することを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成が、前
記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードからデータを受信することを行うための
前記少なくとも１つのプロセッサの構成のみを含む、請求項７０に記載の装置。
【請求項７５】
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第１の時間における第１のネットワークノードとの通信のために第１のプライマリコ
ンポーネントキャリア（ＰＣＣ）を用いて、第２のネットワークノードとの通信のために
セカンダリＣＣ（ＳＣＣ）を用いて、ユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　　前記第１の時間の後の第２の時間における第３のネットワークノードとの通信のため
に前記ＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成することであって、前記第１の時間および前記第２
の時間が、前記第１のネットワークノードから受信された第１のタイミング調整および前
記第３のネットワークノードから受信された第２のタイミング調整に基づいて個別に調整
可能であり、前記第１および第２のタイミング調整が、前記第１のネットワークノードお
よび前記第３のネットワークノードと通信するために当初に設定された時間の間の差、前
記第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードの負荷、前記第１のネ
ットワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信電力、または、前記
第１のネットワークノードおよび前記第３のネットワークノードにおける受信信号品質、
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のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて決定される、構成することと、
　　前記第２の時間において、または、前記第１の時間と前記第２の時間との間に、前記
第３のネットワークノードとの通信のために前記ＵＥを前記構成する間、前記第１のＰＣ
Ｃを介した前記第１のネットワークノードとの通信を維持するように前記ＵＥを構成する
ことであって、前記ＵＥが前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードと通
信している間、前記ＵＥについて、前記第１のＰＣＣを介した前記第１のネットワークノ
ードから第２のＰＣＣを介した別のネットワークノードへのハンドオーバが実行されない
、前記ＵＥを構成することと
　を行うように構成される、装置。
【請求項７６】
　前記第１の時間における少なくとも１つの他のネットワークノードとの通信のために別
のＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成すること
　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに備える、請求項７５に記
載の装置。
【請求項７７】
　前記第１のＰＣＣが前記ＵＥのために構成される第１の時間期間中に前記ＵＥの構成に
前記ＳＣＣを追加するか、または前記ＵＥの構成から前記ＳＣＣを除去すること
　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに備える、請求項７５に記
載の装置。
【請求項７８】
　前記ＵＥが、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り
、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、さらに
、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介し
て前記第２のネットワークノードからデータを受信する、請求項７５に記載の装置。
【請求項７９】
　前記ＵＥが、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り
、前記第１のＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、前記Ｓ
ＣＣを介して前記第２のネットワークノードからデータを受信のみをする、請求項７５に
記載の装置。
【請求項８０】
　前記第１のＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロ
ードキャストデータを搬送する、請求項７５に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１２年４
月１７日に出願された「COMMUNICATION IN A HETEROGENEOUS NETWORK WITH CARRIER AGGR
EGATION」と題する米国仮特許出願第６１／６２５，５５６号、および２０１３年３月１
４日に出願された「COMMUNICATION IN A HETEROGENEOUS NETWORK WITH CARRIER AGGREGAT
ION」と題する米国実用特許出願第１３／８２９，２８６号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に、異種ネットワーク（ＨｅｔＮｅｔ）において通信することに
関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信コンテンツを提供するために広く展開されている
。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有すること
によってマルチプルなユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得
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る。そのような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネッ
トワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）
ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤ
ＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ：user equipment
）のための通信をサポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウ
ンリンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向
リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）
はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示の様々な態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によって、第１の時間において、プ
ライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ：primary component carrier）を介して第１
のネットワークノードと通信し、セカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ：secondar
y component carrier）を介して第２のネットワークノードと通信することと、ＵＥによ
って、第２の時間においてＳＣＣを介した第３のネットワークノードとの通信を確立する
ことと、第３のネットワークノードとの通信を確立する間、ＵＥにおいてハンドオーバを
トリガすることなしにＰＣＣを介した第１のネットワークノードとの通信を維持すること
とを含む、ワイヤレス通信のための方法を対象とする。
【０００６】
　[0006]本開示の追加の態様は、第１の時間における第１のネットワークノードとの通信
のためにＰＣＣを用いて、第２のネットワークノードとの通信のためにＳＣＣを用いて、
ＵＥを構成することと、第１の時間の後の第２の時間における第３のネットワークノード
との通信のためにＳＣＣを用いてＵＥを構成することと、第３のネットワークノードとの
通信のためにＵＥを構成する間、ＰＣＣを介した第１のネットワークノードとの通信を維
持するようにＵＥを構成することであって、ＵＥがＰＣＣを介して第１のネットワークノ
ードと通信している間、ＵＥについてハンドオーバが実行されない、ＵＥを構成すること
とを含む、ワイヤレス通信のための方法を対象とする。
【０００７】
　[0007]本開示のさらなる態様は、ＰＣＣ上でＵＥから第１のネットワークノードに送ら
れた第１のアップリンク送信についての第１のシンボル推定値を取得することと、第１の
アップリンク送信を受信する第２のネットワークノードから第１のアップリンク送信につ
いての第２のシンボル推定値を取得することであって、ＵＥが、ＰＣＣ上で第１のネット
ワークノードと、およびＳＣＣ上で第２のネットワークノードと同時に通信する、第２の
シンボル推定値を取得することと、第１のアップリンク送信についての第１の合成シンボ
ル推定値（first combined symbol estimates）を取得するために第１のシンボル推定値
と第２のシンボル推定値とを合成（combining）することと、ＵＥによって第１のアップ
リンク送信において送られたデータを復元するために第１の合成シンボル推定値を復号す
ることとを含む、ワイヤレス通信のための方法を対象とする。
【０００８】
　[0008]本開示のさらなる態様は、ＵＥによって、第１の時間において、ＰＣＣを介して
第１のネットワークノードと通信し、ＳＣＣを介して第２のネットワークノードと通信す
るための手段と、ＵＥによって、第２の時間においてＳＣＣを介した第３のネットワーク
ノードとの通信を確立するための手段と、第３のネットワークノードとの通信を確立する
ための手段の間、ＵＥにおいてハンドオーバをトリガすることなしにＰＣＣを介した第１
のネットワークノードとの通信を維持するための手段とを含む、ワイヤレス通信のための
装置を対象とする。
【０００９】
　[0009]本開示のさらなる態様は、第１の時間における第１のネットワークノードとの通
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信のためにＰＣＣを用いて、第２のネットワークノードとの通信のためにＳＣＣを用いて
、ＵＥを構成するための手段と、第１の時間の後の第２の時間における第３のネットワー
クノードとの通信のためにＳＣＣを用いてＵＥを構成するための手段と、第３のネットワ
ークノードとの通信のためにＵＥを構成するための手段の間、ＰＣＣを介した第１のネッ
トワークノードとの通信を維持するようにＵＥを構成するための手段であって、ＵＥがＰ
ＣＣを介して第１のネットワークノードと通信している間、ＵＥについてハンドオーバが
実行されない、構成するための手段とを含む、ワイヤレス通信のための装置を対象とする
。
【００１０】
　[0010]本開示のさらなる態様は、ＰＣＣ上でＵＥから第１のネットワークノードに送ら
れた第１のアップリンク送信についての第１のシンボル推定値を取得するための手段と、
第１のアップリンク送信を受信する第２のネットワークノードから第１のアップリンク送
信についての第２のシンボル推定値を取得するための手段であって、ＵＥが、ＰＣＣ上で
第１のネットワークノードと、およびＳＣＣ上で第２のネットワークノードと同時に通信
する、第２のシンボル推定値を取得するための手段と、第１のアップリンク送信について
の第１の合成シンボル推定値を取得するために第１のシンボル推定値と第２のシンボル推
定値とを合成するための手段と、ＵＥによって第１のアップリンク送信において送られた
データを復元するために第１の合成シンボル推定値を復号するための手段とを含む、ワイ
ヤレス通信のための装置を対象とする。
【００１１】
　[0011]本開示のさらなる態様は、プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可
読媒体を含む、ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラム製品を対象とする。プログラムコードは、ＵＥによって、第１の時間において、
ＰＣＣを介して第１のネットワークノードと通信し、ＳＣＣを介して第２のネットワーク
ノードと通信することをコンピュータに行わせるためのコードと、ＵＥによって、第２の
時間においてＳＣＣを介した第３のネットワークノードとの通信を確立することをコンピ
ュータに行わせるためのコードと、第３のネットワークノードとの通信を確立することを
コンピュータに行わせるためのプログラムコードの実行中、ＵＥにおいてハンドオーバを
トリガすることなしにＰＣＣを介した第１のネットワークノードとの通信を維持すること
をコンピュータに行わせるためのコードとを含む。
【００１２】
　[0012]本開示のさらなる態様は、プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可
読媒体を含む、ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラム製品を対象とする。プログラムコードは、第１の時間における第１のネットワー
クノードとの通信のためにＰＣＣを用いて、第２のネットワークノードとの通信のために
ＳＣＣを用いて、ＵＥを構成することをコンピュータに行わせるためのコードと、第１の
時間の後の第２の時間における第３のネットワークノードとの通信のためにＳＣＣを用い
てＵＥを構成することをコンピュータに行わせるためのコードと、第３のネットワークノ
ードとの通信のためにＵＥを構成する間、ＰＣＣを介した第１のネットワークノードとの
通信を維持するようにＵＥを構成することをコンピュータに行わせるためのコードであっ
て、ＵＥがＰＣＣを介して第１のネットワークノードと通信している間、ＵＥについてハ
ンドオーバが実行されない、ＵＥを構成することをコンピュータに行わせるためのコード
とを含む。
【００１３】
　[0013]本開示のさらなる態様は、プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可
読媒体を含む、ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラム製品を対象とする。プログラムコードは、ＰＣＣ上でＵＥから第１のネットワー
クノードに送られた第１のアップリンク送信についての第１のシンボル推定値を取得する
ことをコンピュータに行わせるためのコードと、第１のアップリンク送信を受信する第２
のネットワークノードから第１のアップリンク送信についての第２のシンボル推定値を取
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得することをコンピュータに行わせるためのコードであって、ＵＥが、ＰＣＣ上で第１の
ネットワークノードと、およびＳＣＣ上で第２のネットワークノードと同時に通信する、
第２のシンボル推定値を取得することをコンピュータに行わせるためのコードと、第１の
アップリンク送信についての第１の合成シンボル推定値を取得するために第１のシンボル
推定値と第２のシンボル推定値とを合成することをコンピュータに行わせるためのコード
と、ＵＥによって第１のアップリンク送信において送られたデータを復元するために第１
の合成シンボル推定値を復号することをコンピュータに行わせるためのコードとを含む。
【００１４】
　[0014]本開示のさらなる態様は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサに結合さ
れたメモリとを含む、ワイヤレス通信のために構成された装置を対象とする。プロセッサ
は、ＵＥによって、第１の時間において、ＰＣＣを介して第１のネットワークノードと通
信し、ＳＣＣを介して第２のネットワークノードと通信することと、ＵＥによって、第２
の時間においてＳＣＣを介した第３のネットワークノードとの通信を確立することと、第
３のネットワークノードとの通信の確立中、ＵＥにおいてハンドオーバをトリガすること
なしにＰＣＣを介した第１のネットワークノードとの通信を維持することとを行うように
構成される。
【００１５】
　[0015]本開示のさらなる態様は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサに結合さ
れたメモリとを含む、ワイヤレス通信のために構成された装置を対象とする。プロセッサ
は、第１の時間における第１のネットワークノードとの通信のためにＰＣＣを用いて、第
２のネットワークノードとの通信のためにＳＣＣを用いて、ＵＥを構成することと、第１
の時間の後の第２の時間における第３のネットワークノードとの通信のためにＳＣＣを用
いてＵＥを構成することと、第３のネットワークノードとの通信のためにＵＥを構成する
間、ＰＣＣを介した第１のネットワークノードとの通信を維持するようにＵＥを構成する
ことであって、ＵＥがＰＣＣを介して第１のネットワークノードと通信している間、ＵＥ
についてハンドオーバが実行されない、ＵＥを構成することとを行うように構成される。
【００１６】
　[0016]本開示のさらなる態様は、少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプ
ロセッサに結合されたメモリとを含む、ワイヤレス通信のために構成された装置を対象と
する。プロセッサは、ＰＣＣ上でＵＥから第１のネットワークノードに送られた第１のア
ップリンク送信についての第１のシンボル推定値を取得することと、第１のアップリンク
送信を受信する第２のネットワークノードから第１のアップリンク送信についての第２の
シンボル推定値を取得することであって、ＵＥが、ＰＣＣ上で第１のネットワークノード
と、およびＳＣＣ上で第２のネットワークノードと同時に通信する、第２のシンボル推定
値を取得することと、第１のアップリンク送信についての第１の合成シンボル推定値を取
得するために第１のシンボル推定値と第２のシンボル推定値とを合成することと、ＵＥに
よって第１のアップリンク送信において送られたデータを復元するために第１の合成シン
ボル推定値を復号することとを行うように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】[0017]モバイル通信システムの一例を概念的に示すブロック図。
【図２】[0018]モバイル通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を概念的
に示すブロック図。
【図３Ａ】[0019]コンポーネントキャリアの例示的な構成を示す図。
【図３Ｂ】コンポーネントキャリアの例示的な構成を示す図。
【図４Ａ】[0020]キャリアアグリゲーションのために構成された例示的なワイヤレスネッ
トワークを示すブロック図。
【図４Ｂ】キャリアアグリゲーションのために構成された例示的なワイヤレスネットワー
クを示すブロック図。
【図５】[0021]キャリアアグリゲーションのために構成された例示的なワイヤレスネット
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ワークを示すブロック図。
【図６】[0022]本開示の一態様に従って構成された、キャリアアグリゲーションを用いた
例示的なワイヤレスネットワークを示すブロック図。
【図７】[0023]本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す機能
ブロック図。
【図８】[0024]本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す機能
ブロック図。
【図９】[0025]本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す機能
ブロック図。
【図１０】[0026]本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す機
能ブロック図。
【図１１】[0027]本開示の一態様に従って構成された例示的なネットワークノードおよび
ＵＥを示すブロック図。
【図１２】[0028]本開示の一態様に従って構成されたネットワークノードおよびＵＥの設
計を示すブロック図。
【詳細な説明】
【００１８】
　[0029]キャリアアグリゲーションを用いたＨｅｔＮｅｔにおいて通信するための技法を
本明細書で開示する。これらの技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡおよび他のワイヤレスネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワー
クのために使用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば
互換的に使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴ
ＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装
し得る。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ
（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ
－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格を含む。ＴＤＭＡネットワークは、モバ
イル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Commu
nications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ
（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mo
bile Broadband）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）およびＷｉ－Ｆｉ　
Ｄｉｒｅｃｔ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．
２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－
ＵＴＲＡ、およびＧＳＭは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（Ｕ
ＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。周波数分割複信
（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方における３ＧＰＰロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ：Long Term Evolution）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advan
ced）は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを利用し、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡ
を利用するＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの最近のリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａは、「第３世代パートナーシッププ
ロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文
書に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププ
ロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体か
らの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレスネットワーク
および無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術のために使用され
得る。明快のために、本技法のいくつかの態様について以下ではＬＴＥに関して説明し、
以下の説明の大部分でＬＴＥ用語を使用する。
【００１９】
　[0030]図１に、ＬＴＥネットワークまたは何らかの他のワイヤレスネットワークであり
得る、ワイヤレス通信ネットワーク１００を示す。ワイヤレスネットワーク１００は、い
くつかの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１１０と他のネットワークエンティティとを含み得る
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。ｅＮＢは、ＵＥと通信する局またはノードであり得、基地局、ノードＢ、アクセスポイ
ントなどと呼ばれることもある。各ｅＮＢ１１０は、特定の地理的エリアに通信カバレー
ジを与え得る。３ＧＰＰでは、「セル」という用語は、この用語が使用されるコンテキス
トに応じて、ｅＮＢのカバレージエリアおよび／またはこのカバレージエリアにサービス
しているｅＮＢサブシステムを指すことがある。
【００２０】
　[0031]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば
、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービスに加
入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地
理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たと
えば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：Closed Subscriber Group）中のＵＥ）による制限
付きアクセスを可能にし得る。図１に示された例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂおよび
１１０ｃは、それぞれマクロセル１０２ａ、１０２ｂおよび１０２ｃのためのマクロｅＮ
Ｂであり得る。ｅＮＢ１１０ｄは、ピコセル１０２ｄのためのピコｅＮＢであり得る。ｅ
ＮＢ１１０ｅおよび１１０ｆは、それぞれフェムトセル１０２ｅおよび１０２ｆのための
ホームｅＮＢであり得る。ｅＮＢは、１つまたはマルチプルな（たとえば、３つの）セル
をサポートし得る。「ｅＮＢ」、「セル」、および「基地局」という用語は互換的に使用
され得る。
【００２１】
　[0032]ワイヤレスネットワーク１００はまた、リレーを含み得る。リレーは、上流局（
たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの送信を受信し、そのデータの送信を下流局（
たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送る局またはノードであり得る。リレーはまた、他のＵ
Ｅに対する送信を中継するＵＥであり得る。図１に示された例では、リレー１１２は、ｅ
ＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を可能にするために、ｅＮＢ１１０ａおよびＵ
Ｅ１２０ｒと通信し得る。リレー１１２は、ｅＮＢ１１０ａにはＵＥのように見えること
があり、ＵＥ１２０ｒにはｅＮＢのように見えることがある。
【００２２】
　[0033]ワイヤレスネットワーク１００はまた、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ）を含み
得る。ＲＲＨは、無線周波数（ＲＦ）送信および受信をサポートすることができるリモー
トユニットであり得る。ｅＮＢは、ｅＮＢから離れて位置し得る１つまたは複数のＲＲＨ
を含み得る。ｅＮＢは、標準インターフェースを使用してワイヤラインバックホール（た
とえば、光ファイバー）を介してＲＲＨに結合され得る。ｅＮＢはＲＲＨを介してＵＥと
通信し得る。
【００２３】
　[0034]ワイヤレスネットワーク１００はまた、他のネットワークエンティティを含み得
る。たとえば、ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し、これらの
ｅＮＢの協調および制御を行い得る。ネットワークコントローラ１３０はバックホールを
介してｅＮＢと通信し得る。ｅＮＢはまた、たとえば、ワイヤレスバックホールまたはワ
イヤラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し得る。
【００２４】
　[0035]ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのネットワークノードを含むＨ
ｅｔＮｅｔであり得る。ネットワークノードは、マクロｅＮＢ／セル、ピコｅＮＢ／セル
、ホームｅＮＢ／フェムトセル、リレー、ＲＲＨなどであり得る。たとえば、ワイヤレス
ネットワーク１００は、様々な送信電力レベル、様々なカバレージエリア、およびワイヤ
レスネットワーク１００中の干渉に対する様々な影響を有し得る、マクロｅＮＢ／セル、
ピコｅＮＢ／セル、ホームｅＮＢ／フェムトセル、リレー、ＲＲＨなどを含み得る。マク
ロｅＮＢ／セルは、高い送信電力レベル（たとえば、５～４０ワット）を有し得るが、ピ
コｅＮＢ／セル、ホームｅＮＢ／フェムトセル、およびリレーは、より低い送信電力レベ



(17) JP 6109924 B2 2017.4.5

10

20

30

40

50

ル（たとえば、０．１～２ワット）を有し得る。ワイヤレスネットワーク１００は高密度
ＨｅｔＮｅｔまたは超高密度ＨｅｔＮｅｔであり得る。ＨｅｔＮｅｔの密度はｅＮＢ対Ｕ
Ｅ比によって定量化され得、超高密度ＨｅｔＮｅｔは、１：１に近づく（または場合によ
ってはｅＮＢがＵＥよりも多い１：１を超える）低いｅＮＢ対ＵＥ比を有し得る。
【００２５】
　[0036]ＵＥ１２０はワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され得、各ＵＥ
は固定または移動であり得る。ＵＥは、端末、移動局、加入者ユニット、局などと呼ばれ
ることもある。ＵＥは、セルラー電話、スマートフォン、タブレット、携帯情報端末（Ｐ
ＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップト
ップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであ
り得る。ＵＥは、所与の瞬間において１つまたは複数のネットワークノード（たとえば、
１つまたは複数のマクロセル、ピコセル、フェムトセル、リレー、ＲＲＨなど）と通信す
ることが可能であり得る。
【００２６】
　[0037]ワイヤレスネットワーク１００は、信頼性を改善するために、ハイブリッド自動
再送信（ＨＡＲＱ：hybrid automatic retransmission）を用いたデータ送信をサポート
し得る。ＨＡＲＱでは、送信機（たとえば、ＵＥ）は、データのパケットの初期送信を送
り得、必要な場合、パケットが受信機（たとえば、ｅＮＢ／セル）によって正しく復号さ
れるか、またはパケットの最大数の送信が行われるか、または何らかの他の終了条件に遭
遇するまで、パケットの１つまたは複数の追加の送信を送り得る。パケットの各送信後に
、受信機は、パケットのすべての受信された送信を復号して、パケットを復元することを
試み得る。受信機は、パケットが正しく復号された場合は肯定応答（ＡＣＫ）を送るか、
またはパケットが誤って復号された場合は否定応答（ＮＡＫ）を送り得る。送信機は、Ｎ
ＡＫが受信された場合にパケットの別の送信を送り得、ＡＣＫが受信された場合にパケッ
トの送信を終了し得る。データは、特定の時間において送られるデータの所与の送信につ
いて、いつＡＣＫ／ＮＡＫフィードバックを送るべきかまたはいつ再送信を送るべきかを
示し得るＨＡＲＱタイムラインに基づいて送信され得る。たとえば、時間ｔにおいて送ら
れるデータの所与の送信について、時間ｔ＋４において４ｍｓ後にＡＣＫ／ＮＡＫフィー
ドバックが送られ得、時間ｔ＋８において８ｍｓ後に再送信が送られ得る、８ミリ秒（ｍ
ｓ）のＨＡＲＱタイムラインが使用され得る。
【００２７】
　[0038]図２に、ＬＴＥにおけるＦＤＤのための例示的なフレーム構造２００を示す。ダ
ウンリンクおよびアップリンクの各々の送信タイムラインは無線フレームの単位に区分さ
れ得る。各無線フレームは、所定の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し得
、０～９のインデックスをもつ１０個のサブフレームに区分され得る。各サブフレームは
２つのスロットを含み得る。したがって、各無線フレームは、０～１９のインデックスを
もつ２０個のスロットを含み得る。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、たとえば、（図
２に示すように）ノーマルサイクリックプレフィックスの場合は７つのシンボル期間、ま
たは拡張サイクリックプレフィックスの場合は６つのシンボル期間を含み得る。各サブフ
レーム中の２Ｌ個のシンボル期間には０～２Ｌ－１のインデックスが割り当てられ得る。
【００２８】
　[0039]セルは、ダウンリンクのためのサブフレーム（またはダウンリンクサブフレーム
）の制御領域中で物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical
 Control Format Indicator Channel）、物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣ
Ｈ：Physical HARQ Indicator Channel）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
：Physical Downlink Control Channel）、および／または他の物理チャネルを送信し得
る。ＰＣＦＩＣＨは、ダウンリンクサブフレームの制御領域のために使用されるいくつか
（Ｍ個）のシンボル期間を搬送し得、ここで、Ｍは、１、２または３に等しくなり得、サ
ブフレームごとに変化し得る。ＰＤＣＣＨは、ダウンリンク許可、アップリンク許可など
、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送し得る。ＰＨＩＣＨは、ＨＡＲＱを用いてアッ
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プリンク上で送られるデータ送信についてのＡＣＫ／ＮＡＫフィードバックを搬送し得る
。セルはまた、ダウンリンクサブフレームのデータ領域中で物理ダウンリンク共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）および／または他の物理チャネル
を送信し得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信のためにスケジュールされ
たＵＥのためのデータを搬送し得る。
【００２９】
　[0040]ＵＥは、アップリンクのためのサブフレーム（またはアップリンクサブフレーム
）の制御領域中で物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink Contro
l Channel）を送信するか、またはアップリンクサブフレームのデータ領域中で物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Physical Uplink Shared Channel）を送信し得る。
ＰＵＣＣＨは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）、ＡＣＫ／ＮＡＫフィードバック、スケジュ
ーリング要求など、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を搬送し得る。ＰＵＳＣＨはデータ
および／またはＵＣＩを搬送し得る。ＬＴＥにおける様々な信号およびチャネルは、公開
されている「Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical Channe
ls and Modulation」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１に記載されている。
【００３０】
　[0041]ワイヤレスネットワーク１００は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマ
ルチキャリア動作と呼ばれることがある、マルチプルなコンポーネントキャリア（ＣＣ）
上での動作をサポートし得る。ＣＣは、通信のために使用される周波数のレンジを指し得
、いくつかの特性に関連し得る。たとえば、ＣＣは、ＣＣ上での動作を定義するシステム
情報に関連し得る。ＣＣは、キャリア、周波数チャネル、セルなどと呼ばれることもある
。
【００３１】
　[0042]ＵＥは、キャリアアグリゲーションのため、ダウンリンクのためのマルチプルな
ＣＣとアップリンクのための１つまたは複数のＣＣとで構成され得る。セルは、１つまた
は複数のＣＣ上でデータと制御情報とをＵＥに送り得る。ＵＥは、１つまたは複数のＣＣ
上でデータと制御情報とをセルに送り得る。
【００３２】
　[0043]図３Ａに、連続キャリアアグリゲーションの一例を示す。マルチプルな（Ｋ個の
）ＣＣが、通信のために利用可能であり得、互いに隣接し得、ここで、Ｋは任意の整数値
であり得る。
【００３３】
　[0044]図３Ｂに、不連続キャリアアグリゲーションの一例を示す。マルチプルな（Ｋ個
の）ＣＣは、通信のために利用可能であり得、互いに分離され得る。
【００３４】
　[0045]ＬＴＥ　Ｒｅｌｅａｓｅ　１０では、ＵＥは、キャリアアグリゲーションのため
の最高５つのＣＣで構成され得る。各ＣＣは、最高２０ＭＨｚの帯域幅を有し得、ＬＴＥ
　Ｒｅｌｅａｓｅ　８との後方互換性があり得る。したがって、ＵＥは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ
ｅａｓｅ　１０では最高５つのＣＣについて最高１００ＭＨｚで構成され得る。１つのＣ
ＣがプライマリＣＣ（ＰＣＣ）に指定され得、残りの各々のＣＣはセカンダリＣＣ（ＳＣ
Ｃ）に指定され得る。セルは、ＰＣＣ上でＰＤＣＣＨに関する制御情報をＵＥに送り得る
。ＵＥは、ＰＣＣ上でＰＵＣＣＨに関する制御情報をセルに送り得る。ＬＴＥ　Ｒｅｌｅ
ａｓｅ　１０では、ＵＥは、そのＵＥのために構成されたすべてのＣＣ上で単一のネット
ワークノード（たとえば、サービングセル）と通信し得る。
【００３５】
　[0046]本開示の一態様では、高密度ＨｅｔＮｅｔにおける通信をサポートするためにキ
ャリアアグリゲーションが使用され得る。高密度ＨｅｔＮｅｔは、比較的小さい地理的エ
リアにおける様々なタイプの多くのネットワークノードの展開を指し得る。これらのネッ
トワークノードは、マクロセル、ピコセル、リレー、ＲＲＨなどを含み得る。たとえば、
多くのピコセル、リレー、および／またはＲＲＨは、マクロセルのカバレージ全体にわた
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って（たとえば、街灯柱上に、建物および家庭内に、店舗内になど）広く展開され得る。
その場合、高密度ＨｅｔＮｅｔは、マクロセルに加えて、マクロセルのカバレージ内のピ
コセル、リレー、および／またはＲＲＨを含み得る。たとえば、マクロセルは、半径１～
２キロメートル（ｋｍ）のカバレージエリアを有し得、数百個のピコセル、リレー、およ
び／またはＲＲＨを含み得る。様々なタイプのネットワークノードの展開はＨｅｔＮｅｔ
の容量を大幅に増加させ得る。ネットワーク容量をさらに増加させるために、ＨｅｔＮｅ
ｔにおけるネットワークノードとの通信をサポートするためにマルチプルＣＣが使用され
得る。たとえば、いくつかの事例では、高密度ＨｅｔＮｅｔのネットワーク容量は、単一
のマクロセルのネットワーク容量よりも数百倍または数千倍大きくなり得る。
【００３６】
　[0047]図４Ａに、キャリアアグリゲーションを用いた例示的なＨｅｔＮｅｔ４００を示
す。図４Ａにおいて、セル１１０ｘは、マクロセルまたはピコセルであり得、それのカバ
レージエリア内のＵＥのための通信をサポートし得る。セル１１０ｘは集中ベースバンド
ユニットおよび／または集中制御ユニットを含み得る。セル１１０ｙは、セル１１０ｘの
カバレージエリア内に位置するピコセルであり得る。リレー１１２ｘは、リレー１１２ｘ
のためのドナーセルであり得るセル１１０ｘのための送信を中継し得る。ＲＲＨ１１４ｘ
はセル１１０ｘのためのＲＦ送信および受信をサポートし得る。ダウンリンクでは、ＲＲ
Ｈ１１４ｘは、セル１１０ｘからデータを受信し、そのデータを含むダウンリンク信号を
生成し、ダウンリンク信号をＵＥに送信し得る。アップリンクでは、ＲＲＨ１１４ｘは、
ＵＥによって送られたアップリンク信号を受信し、シンボル推定値または復号データを取
得するためにアップリンク信号を処理し、シンボル推定値または復号データをセル１１０
ｘに送り得る。
【００３７】
　[0048]ＵＥ１２０ｘは、時間Ｔ１において直接リンク４１２を介してセル１１０ｘと通
信し得る。ＵＥ１２０ｘは図１のＵＥのうちの１つであり得る。ＵＥ１２０ｘはまた、時
間Ｔ１においてリレー１１２ｘを介してセル１１０ｘと通信し得る。リレー１１２ｘは、
アクセスリンク４１４を介してＵＥ１２０ｘと通信し、バックホールリンク４１６を介し
てセル１１０ｘと通信し得る。バックホールリンク４１６は、一般にワイヤレスリンクで
あり得るが、ワイヤラインリンクでもあり得る。ＵＥ１２０ｘは、モバイルであり得、時
間Ｔ１よりもＫ１秒またはＫ１分後であり得る時間Ｔ２において新しいロケーションに移
動し得る。ここで、Ｋ１は任意の値であり得る。時間Ｔ２において、ＵＥ１２０ｘは、直
接リンク４２２を介してセル１１０ｘと通信し得、また、セカンダリリンク４２４を介し
てＲＲＨ１１４ｘと通信し得る。ＲＲＨ１１４ｘは、ワイヤライン（たとえば、光ファイ
バー）バックホール４２６を介してセル１１０ｘと通信し得る。ＵＥ１２０ｘは、時間Ｔ
２よりもＫ２秒またはＫ２分後であり得る時間Ｔ３において新しいロケーションに移動し
得る。ここで、Ｋ２は任意の値であり得る。時間Ｔ３において、ＵＥ１２０ｘは、直接リ
ンク４３２を介してセル１１０ｘと通信し得、また、直接リンク４３４を介してセル１１
０ｙと通信し得る。
【００３８】
　[0049]本開示の一態様では、ＵＥは、キャリアアグリゲーションのための異なるＣＣを
介してマルチプルなネットワークノードと同時に通信し得る。１つの設計では、ＵＥは、
ＰＣＣとゼロまたはそれより多くのＳＳＣとを介してサービングセルと通信し得、また、
１つまたは複数のＳＣＣを介して１つまたは複数の他のネットワークノードと通信し得る
。マルチプルなＣＣの使用は、特に高密度ＨｅｔＮｅｔにおいて、容量およびパフォーマ
ンスを改善し得る。
【００３９】
　[0050]図４Ａに示された例では、２つのＣＣが利用可能であり得、それらは、周波数ｆ
１におけるＰＣＣおよび周波数ｆ２におけるＳＣＣを含み得る。セル１１０ｘはＵＥ１２
０ｘのサービングセルであり得る。時間Ｔ１において、ＵＥ１２０ｘは、周波数ｆ１上で
ＰＣＣを介してセル１１０ｘと通信し得、周波数ｆ２上でＳＣＣを介してリレー１１２ｘ
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と通信し得る。リレー１１２ｘはＰＣＣを介してセル１１０ｘと通信し得る。時間Ｔ２に
おいて、ＵＥ１２０ｘは、ＰＣＣを介してセル１１０ｘと通信し得、ＳＣＣを介してＲＲ
Ｈ１１４ｘと通信し得る。ＲＲＨ１１４ｘはワイヤラインバックホールを介してセル１１
０ｘと通信し得る。時間Ｔ３において、ＵＥ１２０ｘは、ＰＣＣを介してセル１１０ｘと
通信し得、ＳＣＣを介してピコセル１１０ｙと通信し得る。
【００４０】
　[0051]高密度ＨｅｔＮｅｔ中には多くのネットワークノードがあり得る。ＵＥは、Ｈｅ
ｔＮｅｔ内の異なるセルのカバレージに急速に出入りし得る。ＵＥが所与の瞬間において
最も強いセルへのハンドオーバを実行した場合、ＵＥが高密度ＨｅｔＮｅｔを動き回ると
き、ＵＥは頻繁にハンドオーバを実行し得る。各ハンドオーバはシグナリングおよび他の
オーバーヘッドに関連し得る。ＵＥが高密度ＨｅｔＮｅｔを動き回るときにＵＥによって
実行されるハンドオーバの数を最小限に抑えることが望ましいことがある。
【００４１】
　[0052]本開示の別の態様では、ＰＣＣは、ネットワークノード（たとえば、サービング
セル）との通信についてＵＥのために維持され得、ＳＣＣは、ＵＥの構成に追加されるか
、またはＵＥの構成から除去され得る。ＵＥは、あるネットワークノードから別のネット
ワークノードへのＰＣＣの変化があるときはいつでもハンドオーバを実行し得る。ＰＣＣ
を維持しながらＳＣＣを追加および／または除去することによって、ＵＥのためのハンド
オーバの数は低減され得る。
【００４２】
　[0053]図４Ａに示された例では、ＵＥ１２０ｘは、時間Ｔ１、Ｔ２およびＴ３において
ＰＣＣを介してセル１１０ｘと通信し得る。したがって、ＰＣＣは、時間Ｔ１から時間Ｔ
３までＵＥ１２０ｘについて同じままであり得る。ＵＥ１２０ｘは、異なる時間において
ＳＣＣを介して異なるネットワークノードと通信し得る。特に、ＵＥ１２０ｘは、時間Ｔ
１においてＳＣＣを介してリレー１１２ｘと通信し、次いで、時間Ｔ２においてＳＣＣを
介してＲＲＨ１１４ｘと通信し、次いで、時間Ｔ３においてＳＣＣを介してピコセル１１
０ｙと通信し得る。ＵＥ１２０ｘは、リレー１１２ｘにＳＣＣを追加し、次いで、リレー
１１２ｘからＳＣＣを除去し、ＲＲＨ１１４ｘにＳＣＣを追加し、次いで、ＲＲＨ１１４
ｘからＳＣＣを除去し、ピコセル１１０ｙにＳＣＣを追加し得る。しかしながら、ＳＣＣ
が複数回変化しても、ＰＣＣは時間Ｔ１から時間Ｔ３まで変化していないので、ＵＥ１２
０ｘはハンドオーバを実行することを回避し得る。
【００４３】
　[0054]概して、ＰＣＣとＳＣＣは同じ帯域幅または異なる帯域幅を有し得る。ＰＣＣと
ＳＣＣは、連続的（たとえば、図３Ａに示したように）、または不連続（たとえば、図３
Ｂに示したように）であり得る。
【００４４】
　[0055]概して、ＰＣＣおよびＳＣＣを介して任意の情報が送られ得る。１つの設計では
、指定された制御情報（たとえば、スケジューリング／許可情報、ＡＣＫ／ＮＡＫフィー
ドバックなど）がＰＣＣ上で送られ得る。別の設計では、特定のタイプのトラフィック／
データがＰＣＣ上で送られ得、他のタイプのトラフィック／データがＳＣＣ上で送られ得
る。たとえば、ボイストラフィックがＰＣＣ上で送られ、ベストエフォートトラフィック
がＳＣＣ上で送られ得る。ＰＣＣとＳＣＣは異なるサービス品質（ＱｏＳ）レベルに関連
し得る。この場合、ＰＣＣとＳＣＣは、異なるトラフィック／データタイプのＱｏＳ要件
に基づいて異なるタイプのトラフィック／データを搬送するのにより好適であり得る。
【００４５】
　[0056]本開示のさらに別の態様では、たとえば、マルチプルなＣＣがアップリンク上で
有効にされるかどうか、およびＣＣ上での通信がＲＲＨを介するかまたはリレーを介する
かに応じて、アップリンク送信についてソフト合成（soft combining）および／またはＨ
ＡＲＱが有効または無効にされ得る。ソフト合成は、復号より前の、異なるソース（たと
えば、異なるネットワークノード、異なるアンテナなど）からのシンボル推定値の合成を
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指す。シンボル推定値は、送信された変調シンボルの推定値であり得る。ソフト合成は、
送信された変調シンボルのためのより多くのエネルギーの蓄積を生じることがあり、それ
により復号パフォーマンスが改善され得る。
【００４６】
　[0057]図４Ａを参照すると、時間Ｔ２において、ＵＥ１２０ｘは、ＰＣＣ上での第１の
アップリンク送信をセル１１０ｘに、およびＳＣＣ上での第２のアップリンク送信をＲＲ
Ｈ１１４ｘに同時に送り得る。セル１１０ｘは、セル１１０ｘに向けられた第１のアップ
リンク送信ならびにＲＲＨ１１４ｘに向けられた第２のアップリンク送信を受信し得る。
セル１１０ｘは、ＰＣＣ上で受信された第１のアップリンク送信に基づいて第１のシンボ
ル推定値を導出し、ＳＣＣ上で受信された第２のアップリンク送信に基づいて第２のシン
ボル推定値を導出し得る。同様に、ＲＲＨ１１４ｘは、ＲＲＨ１１４ｘに向けられた第２
のアップリンク送信ならびにセル１１０ｘに向けられた第１のアップリンク送信を受信し
得る。ＲＲＨ１１４ｘは、ＳＣＣ上で受信された第２のアップリンク送信に基づいて第３
のシンボル推定値を導出し、ＰＣＣ上で受信された第１のアップリンク送信に基づいて第
４のシンボル推定値を導出し得る。ＲＲＨ１１４ｘは、バックホール４２６を介して第３
および第４のシンボル推定値をセル１１０ｘにフォワーディングし得る。
【００４７】
　[0058]セル１１０ｘは、第１のアップリンク送信のためにセル１１０ｘによって決定さ
れた第１のシンボル推定値と、第１のアップリンク送信のためにＲＲＨ１１４ｘによって
決定された第４のシンボル推定値とを取得し得る。セル１１０ｘは、第１のアップリンク
送信について第１の合成シンボル推定値を取得するために、当技術分野で知られている方
法で第１のシンボル推定値と第４のシンボル推定値とを合成し得る。セル１１０ｘは、次
いで、第１のアップリンク送信においてＵＥ１２０ｘによって送られたデータを復元する
ために第１の合成シンボル推定値を復号し得る。同様に、セル１１０ｘは、第２のアップ
リンク送信のためにセル１１０ｘによって決定された第２のシンボル推定値と、第２のア
ップリンク送信のためにＲＲＨ１１４ｘによって決定された第３のシンボル推定値とを取
得し得る。セル１１０ｘは、第２のアップリンク送信についての第２の合成シンボル推定
値を取得するために第２のシンボル推定値と第３のシンボル推定値とを合成し得る。セル
１１０ｘは、次いで、第２のアップリンク送信においてＵＥ１２０ｘによって送られたデ
ータを復元するために第２の合成シンボル推定値を復号し得る。第１のシンボル推定値と
第４のシンボル推定値とのソフト合成は、第１のアップリンク送信においてＵＥ１２０ｘ
によって送られたデータを正しく復号する可能性を改善し得る。第２のシンボル推定値と
第３のシンボル推定値とのソフト合成は、第２のアップリンク送信においてＵＥ１２０ｘ
によって送られたデータを正しく復号する可能性を改善し得る。
【００４８】
　[0059]ＵＥ１２０ｘは、一般に、ＵＥ１２０ｘからのアップリンク送信を受信する各ネ
ットワークノードについてそれの送信タイミングを個別に調整し得る。図４Ａに示された
例では、時間Ｔ２において、ＵＥ１２０ｘは、セル１１０ｘからの第１のタイミング調整
に基づいてセル１１０ｘへの第１のアップリンク送信のためのそれの送信タイミングを調
整し得る。セル１１０ｘは、ＵＥ１２０ｘからの第１のアップリンク送信がセル１１０ｘ
において適切に時間整合されるように、ＵＥ１２０ｘのための第１のタイミング調整を決
定し得る。同様に、ＵＥ１２０ｘは、ＲＲＨ１１４ｘの第２のタイミング調整に基づいて
ＲＲＨ１１４ｘへの第２のアップリンク送信についてのそれの送信タイミングを調整し得
る。ＲＲＨ１１４ｘは、ＵＥ１２０ｘからの第２のアップリンク送信がＲＲＨ１１４ｘに
おいて適切に時間整合されるように、ＵＥ１２０ｘのための第２のタイミング調整を決定
し得る。
【００４９】
　[0060]１つの設計では、マルチプルなネットワークノードへのアップリンク送信のため
のＵＥの送信タイミングは、アップリンク上でのソフト合成について良好なパフォーマン
スが達成されるように調整され得る。図４Ａに示された例では、セル１１０ｘからの第１
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のタイミング調整およびＲＲＨ１１４ｘからの第２のタイミング調整は、（ｉ）ＰＣＣ上
での第１のアップリンク送信のためにセル１１０ｘおよびＲＲＨ１１４ｘによって決定さ
れたシンボル推定値のソフト合成および／または（ｉｉ）ＳＣＣ上での第２のアップリン
ク送信のためにセル１１０ｘおよびＲＲＨ１１４ｘによって決定されたシンボル推定値の
ソフト合成について良好なパフォーマンスが得られるように、ＵＥ１２０ｘについて決定
され得る。たとえば、第１のアップリンク送信のためのＵＥ１２０ｘの送信タイミングは
、セル１１０ｘからのタイミング調整のみに基づいて調整された場合、ｔ１に設定され得
る。第２のアップリンク送信のためのＵＥ１２０ｘの送信タイミングは、ＲＲＨ１１４ｘ
からのタイミング調整のみに基づいて調整された場合、ｔ２に設定され得る。ｔ１とｔ２
との間の差は、様々な理由で比較的大きくなり得る。アップリンク上でのソフト合成のパ
フォーマンスを改善するために、第１のアップリンク送信のためのＵＥ１２０ｘの送信タ
イミングはｔ２に向かってスキュー（skew）され得、第２のアップリンク送信のためのＵ
Ｅ１２０ｘの送信タイミングはｔ１に向かってスキューされ得る。スキューの量は、ｔ１
とｔ２との間の差、セル１１０ｘにおける負荷およびＲＲＨ１１４ｘにおける負荷、セル
１１０ｘおよびＲＲＨ１１４ｘにおけるＵＥ１２０ｘの受信電力など、様々なファクタに
依存し得る。１つの設計では、スキューの量は、セル１１０ｘおよびＲＲＨ１１４ｘにお
ける受信されたアップリンク送信の重み付き平均に依存し得る。たとえば、ＵＥ１２０ｘ
のアップリンクタイミングは、ＵＥ１２０ｘからのアップリンク送信についてより高い受
信電力またはより高い受信信号品質を有するネットワークノード（たとえば、セル１１０
ｘまたはＲＲＨ１１４ｘ）のためにＵＥ１２０ｘのターゲットアップリンクタイミングに
向かってより多くスキューされ得る。
【００５０】
　[0061]図４ＡのＨｅｔＮｅｔ４００は、以下の特性のうちの１つまたは複数を有し得る
。　
　　１．ＰＣＣは同じマクロセルまたはピコセルからであり得る、　
　　２．（１つまたは複数の）ＳＣＣは、ＵＥがＨｅｔＮｅｔ中を移動する際に、異なる
ネットワークノード（たとえば、リレー、ＲＲＨ、ピコセルなど）からアクティブ化また
は非アクティブ化され得る、　
　　　　ａ．（１つまたは複数の）ＳＳＣは、ダウンリンクとアップリンクの両方または
ダウンリンクのみのために使用され得る、　
　　　　ｂ．（１つまたは複数の）ＳＳＣは、ＰＣＣと同じまたは異なるセルＩＤを有し
得る、　
　　３．ＰＣＣが同じセルからである限りハンドオーバがトリガされないことによるＵＥ
に関するシームレスモビリティ、　
　　４．以下をもつ一般的なスケーラブルアーキテクチャ　
　　　　ａ．ＵＥのためのＰＣＣおよび（１つまたは複数の）ＳＣＣの独立した構成、　
　　　　ｂ．マルチプルなＳＣＣについてのサポートがマルチプルなセルからＵＥのため
にアクティブ化され得る。
【００５１】
　[0062]図４Ｂに、キャリアアグリゲーションを用いた例示的なＨｅｔＮｅｔ４０２を示
す。ＨｅｔＮｅｔ４０２は、図４ＡのＨｅｔＮｅｔ４００中の、マクロ／ピコセル１１０
ｘと、ピコセル１１０ｙと、リレー１１２ｘと、ＲＲＨ１１４ｘとを含む。ＨｅｔＮｅｔ
４０２は、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、Ｈｉｐｅｒｌａｎなどを実装し得る、
アクセスポイント１１６ｘをさらに含む。
【００５２】
　[0063]時間Ｔ０において、ＵＥ１２０ｘは、直接リンク４４２を介してセル１１０ｘと
通信し、セカンダリリンク４４４を介してアクセスポイント１１６ｘと通信し得る。時間
Ｔ０よりもＫ０秒またはＫ０分後であり得る時間Ｔ１において、ＵＥ１２０ｘは、直接リ
ンク４１２を介してセル１１０ｘと通信し、また、セカンダリリンク４２４を介してリレ
ー１１２ｘとも通信し得る。時間Ｔ２において、ＵＥ１２０ｘは、直接リンク４２２を介
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してセル１１０ｘと通信し、また、セカンダリリンク４２４を介してＲＲＨ１１４ｘとも
通信し得る。時間Ｔ３において、ＵＥ１２０ｘは、直接リンク４３２を介してセル１１０
ｘと通信し、また、直接リンク４３４を介してセル１１０ｙとも通信し得る。
【００５３】
　[0064]図４Ｂに示された例では、２つのＣＣが利用可能であり得、それらは、周波数ｆ
１におけるＰＣＣおよび周波数ｆ２におけるＳＣＣを含み得る。セル１１０ｘは、ＵＥ１
２０ｘのサービングセルであり得る。時間Ｔ０において、ＵＥ１２０ｘは、周波数ｆ１上
でＰＣＣを介してセル１１０ｘと通信し得、無認可ＳＣＣと呼ばれることがある無認可周
波数を介してアクセスポイント１１６ｘと通信し得る。無認可周波数は、２．４ＧＨｚの
ＩＳＭ帯域または何らかの他の帯域にあり得る。図４Ａについて上記で説明したように、
ＵＥは、セル１１０ｘ、リレー１１２ｘ、ＲＲＨ１１４ｘ、およびピコセル１１０ｙと通
信し得る。
【００５４】
　[0065]図４ＢのＨｅｔＮｅｔ４０２は、以下の特性のうちの１つまたは複数を有し得る
。　
　　１．ＰＣＣは同じマクロセルまたはピコセルからであり得る、　
　　２．（１つまたは複数の）ＳＣＣは、ＵＥがＨｅｔＮｅｔ中を移動する際に、異なる
ネットワークノード（たとえば、リレー、ＲＲＨ、ピコセル、アクセスポイントなど）か
らアクティブ化または非アクティブ化され得る、　
　　　　ａ．（１つまたは複数の）ＳＳＣはダウンリンクとアップリンクの両方またはダ
ウンリンクのみのために使用され得る、　
　　　　ｂ．（１つまたは複数の）ＳＳＣは、ＰＣＣと同じまたは異なるセルＩＤを有し
得る、　
　　　　ｃ．アクセスポイントとの通信のために無認可スペクトルが使用され得る、　
　　３．ＰＣＣが同じセルからである限りハンドオーバがトリガされないことによるＵＥ
に関するシームレスモビリティ、　
　　４．以下をもつ一般的なスケーラブルアーキテクチャ　
　　　　ａ．ＵＥのためのＰＣＣおよび（１つまたは複数の）ＳＣＣの独立構成、　
　　　　ｂ．マルチプルなＳＣＣについてのサポートがマルチプルなセルからＵＥのため
にアクティブ化され得る。
【００５５】
　[0066]概して、ＵＥは、ＰＣＣを介してネットワークノードと、および任意の数のＳＣ
Ｃを介して任意の数の追加のネットワークノードと同時に通信し得る。図４Ａに示したよ
うに、ＵＥは単一のＳＣＣを介して単一の追加のネットワークノードと通信し得る。ＵＥ
はまた、マルチプルなＳＣＣを介して単一の追加のネットワークノードと通信し得る。Ｕ
Ｅはまた、マルチプルなＳＣＣを介してマルチプルな追加のネットワークノードと通信し
得る。
【００５６】
　[0067]１つの設計では、図４Ａに示したように、ＳＣＣはダウンリンクおよびアップリ
ンクの両方のために使用され得、両矢印が、セカンダリリンク４１４、４２４および４３
４について示されている。この設計は、ＣＣ上でＵＥによって送られ、異なるネットワー
クノードにおいて受信されたアップリンク送信のソフト合成を可能にし得る。たとえば、
ＲＲＨ１１４ｘは、ＵＥ１２０ｘによってセル１１０ｘに送られた第１のアップリンク送
信についてのシンボル推定値、ならびにＵＥ１２０ｘによってＲＲＨ１１４ｘに送られた
第２のアップリンク送信についてのシンボル推定値を送り得る。上記で説明したように、
ＲＲＨ１１４ｘによって決定されたシンボル推定値は、ＵＥ１２０ｘからの第１および第
２のアップリンク送信のためにセル１１０ｘによって決定されたシンボル推定値と合成さ
れ得る。
【００５７】
　[0068]別の設計では、ＳＣＣは、ダウンリンクのためだけに使用され、これは補助ダウ



(24) JP 6109924 B2 2017.4.5

10

20

30

40

50

ンリンクと呼ばれることがある。この設計では、ＳＣＣがアップリンク送信のために利用
可能でないので、ＰＣＣならびにＳＣＣ上でのデータ送信のための制御情報がＰＣＣ上で
送られ得る。たとえば、ＵＥ１２０ｘは、ＰＣＣを介してセル１１０ｘから第１のダウン
リンク送信を受信し、ＳＣＣを介してＲＲＨ１１４ｘから第２のダウンリンク送信を受信
し得る。ＵＥ１２０ｘは、ＰＣＣ上で第１のダウンリンク送信についてのＡＣＫ／ＮＡＫ
ならびに第２のダウンリンク送信についてのＡＣＫ／ＮＡＫをセル１１０ｘに送り得る。
セル１１０ｘは、第２のダウンリンク送信についてのＡＣＫ／ＮＡＫをＲＲＨ１１４ｘに
フォワーディングし得る。セル１１０ｘは、セル１１０ｘおよびＲＲＨ１１４ｘからのダ
ウンリンク送信について共通のベースバンド処理を実行し得るので、セル１１０ｘおよび
ＲＲＨ１１４ｘによるＵＥ１２０ｘへのダウンリンク送信のために同じＨＡＲＱタイムラ
インが使用され得る。また、ダウンリンクのみのために使用されるＳＣＣは、ブロードキ
ャストトラフィック／データと非肯定応答モード（ＵＭ：unacknowledged mode）トラフ
ィック／データとを搬送する簡略化されたＳＣＣとして動作し得る。ＵＭトラフィック／
データは、ＨＡＲＱなし、およびＡＣＫ／ＮＡＫフィードバックなしの、ユニキャストデ
ータを含み得る。ＵＭトラフィック／データの一例は、ボイスオーバーインターネットプ
ロトコル（ＶｏＩＰ）であり得る。
【００５８】
　[0069]１つの設計では、異なるネットワークノードのためのＳＣＣおよびＰＣＣは同じ
セル・アイデンティティ（ＩＤ）に関連付けられ得る。たとえば、図４Ａのセル１１０ｘ
のためのＰＣＣとＲＲＨ１１４ｘのためのＳＣＣは、同じセルＩＤに関連し得る。この場
合、ＲＲＨ１１４ｘは、セル１１０ｘの異なるアンテナのように見えることがある。この
設計では、ＰＣＣとＳＣＣの両方の上のダウンリンクサブフレームの制御領域中で制御情
報が送られ得る。
【００５９】
　[0070]別の設計では、異なるネットワークノードのためのＳＣＣおよびＰＣＣは異なる
セルＩＤに関連付けられ得る。たとえば、図４Ａのセル１１０ｘのためのＰＣＣは第１の
セルＩＤに関連し、ＲＲＨ１１４ｘのためのＳＣＣは第２のセルＩＤに関連し得る。この
場合、ＲＲＨ１１４ｘは、セル１１０ｘとは異なるセルのように見えることある。この設
計では、ＰＣＣおよびＳＣＣ上のダウンリンクサブフレームの制御領域中で、異なる制御
情報が送られ得る。ダウンリンクのための制御スペースは、ＰＣＣおよびＳＣＣのための
異なるセルＩＤの使用によって増加し得る。
【００６０】
　[0071]１つの設計では、異なるＣＣ上で異なるネットワークノードによってサービスさ
れるＵＥのために集中型スケジューリングが使用され得る。たとえば、図４Ａにおいて、
セル１１０ｘはＰＣＣ上で１つまたは複数のＵＥにサービスし得、ＲＲＨ１１４ｘはＳＣ
Ｃ上で１つまたは複数のＵＥにサービスし得る。ＲＲＨ１１４ｘは、セル１１０ｘに関連
し得、セル１１０ｘとＲＲＨ１１４ｘの両方についてベースバンド処理を実行し得る。良
好な全体的パフォーマンスが達成されるように、中央スケジューラが、セル１１０ｘのみ
と通信するＵＥと、ＲＲＨ１１４ｘのみと通信するＵＥと、セル１１０ｘおよびＲＲＨ１
１４ｘの両方と通信するＵＥとを一緒にスケジュールし得る。全体的パフォーマンスは、
スループット、レイテンシなどに関係する様々なメトリックによって定量化され得る。
【００６１】
　[0072]別の設計では、異なるＣＣ上で異なるネットワークノードによってサービスされ
るＵＥのために分散型スケジューリングが使用され得る。たとえば、図４Ａにおいて、セ
ル１１０ｘは１つまたは複数のＵＥにサービスし得、リレー１１２ｘは１つまたは複数の
ＵＥにサービスし得る。リレー１１２ｘは、それのドナーセルとしてセル１１０ｘを有し
得る。セル１１０ｘのためのスケジューラは、良好なパフォーマンスが達成されるように
、セル１１０ｘによってサービスされるＵＥをスケジュールし得る。リレー１１２ｘのた
めの別のスケジューラは、良好なパフォーマンスが達成されるように、リレー１１２ｘに
よってサービスされるＵＥをスケジュールし得る。
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【００６２】
　[0073]様々な高密度ＨｅｔＮｅｔのためにキャリアアグリゲーションが使用され得る。
キャリアアグリゲーションを用いたいくつかの例示的な高密度ＨｅｔＮｅｔを以下に示す
。
【００６３】
　[0074]図５に、キャリアアグリゲーションを用いた、マクロ／ピコセル１１０ｘとマル
チプルなＲＲＨ１１４とを含む例示的なＨｅｔＮｅｔ５００を示す。図５において、セル
１１０ｘは、マクロセルまたはピコセルであり得、それのカバレージエリア内のＵＥのた
めの通信をサポートし得る。ＲＲＨ１１４ｘ、１１４ｙおよび１１４ｚは、セル１１０ｘ
についてのＲＦ送信および受信をサポートし得る。
【００６４】
　[0075]時間Ｔ１において、ＵＥ１２０ｘは、直接リンク５１２を介してセル１１０ｘと
通信し、また、セカンダリリンク５１４を介してＲＲＨ１１４ｘとも通信し得る。ＲＲＨ
１１４ｘは、ワイヤラインバックホール５１６を介してセル１１０ｘと通信し得る。時間
Ｔ２において、ＵＥ１２０ｘは、直接リンク５２２を介してセル１１０ｘと通信し、また
、セカンダリリンク５２４を介してＲＲＨ１１４ｙとも通信し得る。ＲＲＨ１１４ｙは、
ワイヤラインバックホール５２６を介してセル１１０ｘと通信し得る。時間Ｔ３において
、ＵＥ１２０ｘは、直接リンク５３２を介してセル１１０ｘと通信し、セカンダリリンク
５３４を介してＲＲＨ１１４ｚとも通信し得る。ＲＲＨ１１４ｚは、ワイヤラインバック
ホール５３６を介してセル１１０ｘと通信し得る。
【００６５】
　[0076]異なるネットワークノードは、異なるＣＣを介してＵＥ１２０ｘにサービスし得
る。図５に示された例では、２つのＣＣが利用可能であり得、それらは、周波数ｆ１にお
けるＰＣＣおよび周波数ｆ２におけるＳＣＣを含み得る。時間Ｔ１において、ＵＥ１２０
ｘは、周波数ｆ１上のＰＣＣを介してセル１１０ｘと通信し得、周波数ｆ２上のＳＣＣを
介してＲＲＨ１１４ｘと通信し得る。時間Ｔ２において、ＵＥ１２０ｘは、ＰＣＣを介し
てセル１１０ｘと通信し得、ＳＣＣを介してＲＲＨ１１４ｙと通信し得る。時間Ｔ３にお
いて、ＵＥ１２０ｘは、ＰＣＣを介してセル１１０ｘと通信し得、ＳＣＣを介してＲＲＨ
１１４ｚと通信し得る。
【００６６】
　[0077]同じく図５に示すように、ＰＣＣはＵＥ１２０ｘについて同じままであり得、Ｓ
ＣＣは、ＵＥ１２０ｘの構成に追加され、またはＵＥ１２０ｘの構成から除去され得る。
図５に示された例では、ＵＥ１２０ｘは、時間Ｔ１、Ｔ２およびＴ３においてＰＣＣを介
してセル１１０ｘと通信し得る。したがって、ＰＣＣは、時間Ｔ１から時間Ｔ３までＵＥ
１２０ｘについて同じままであり得、ＵＥ１２０ｘによってハンドオーバが実行されない
ことがある。ＵＥ１２０ｘは、異なる時間において、ＳＣＣを介して、ＲＲＨ１１４ｘ、
１１４ｙおよび１１４ｚなど、異なるネットワークノードと通信し得る。
【００６７】
　[0078]図５のＨｅｔＮｅｔ５００は、以下の特性のうちの１つまたは複数を有し得る。
　
　　１．ＰＣＣは同じマクロセルまたはピコセルからであり得る、　
　　２．（１つまたは複数の）ＳＣＣは、ＵＥがＨｅｔＮｅｔ中を移動する際に、異なる
ＲＲＨからアクティブ化または非アクティブ化され得る、　
　　　　ａ．（１つまたは複数の）ＳＳＣは、ダウンリンクとアップリンクの両方または
ダウンリンクのみのために使用され得る、　
　　　　ｂ．（１つまたは複数の）ＳＳＣは、ＰＣＣと同じまたは異なるセルＩＤを有し
得る、　
　　３．ＲＲＨとセルとの間の高速（たとえば、光ファイバー）バックホールが以下を可
能にし得る、　
　　　　ａ．ＰＣＣおよび（１つまたは複数の）ＳＣＣにわたるダウンリンクのための集
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中型スケジューリング、　
　　　　ｂ．ＰＣＣおよび（１つまたは複数の）ＳＣＣ上でのアップリンク送信のソフト
合成、　
　　　　ｃ．ＵＥのアップリンクタイミング調整におけるフレキシビリティ、および／ま
たは　
　　　　ｄ．ＰＣＣおよび（１つまたは複数の）ＳＣＣのための共通のアップリンク、　
　　４．ＰＣＣが同じセルからである限りハンドオーバがトリガされないことによるＵＥ
に関するシームレスモビリティ。
【００６８】
　[0079]図６に、キャリアアグリゲーションを用いた、マクロ／ピコセル１１０ｘとマル
チプルなリレー１１２とを含む例示的なＨｅｔＮｅｔ６００を示す。図６において、セル
１１０ｘは、マクロセルまたはピコセルであり得、それのカバレージエリア内のＵＥのた
めの通信をサポートし得る。リレー１１２ｘ、１１２ｙおよび１１２ｚは、セル１１０ｘ
に結合され得、セル１１０ｘに関する送信を中継し得る。
【００６９】
　[0080]時間Ｔ１において、ＵＥ１２０ｘは、直接リンク６１２を介してセル１１０ｘと
通信し、また、アクセスリンク６１４を介してリレー１１２ｘとも通信し得る。リレー１
１２ｘはバックホールリンク６１６を介してセル１１０ｘと通信し得る。時間Ｔ２におい
て、ＵＥ１２０ｘは、直接リンク６２２を介してセル１１０ｘと通信し、また、アクセス
リンク６２４を介してリレー１１２ｙとも通信し得る。リレー１１２ｙは、バックホール
リンク６２６を介してセル１１０ｘと通信し得る。時間Ｔ３において、ＵＥ１２０ｘは、
直接リンク６３２を介してセル１１０ｘと通信し、アクセスリンク６３４を介してリレー
１１２ｚとも通信し得る。リレー１１２ｚは、バックホールリンク６３６を介してセル１
１０ｘと通信し得る。
【００７０】
　[0081]異なるネットワークノードは、異なるＣＣを介してＵＥ１２０ｘにサービスし得
る。図６に示された例では、２つのＣＣが利用可能であり得、それらは、周波数ｆ１にお
けるＰＣＣおよび周波数ｆ２におけるＳＣＣを含み得る。時間Ｔ１において、ＵＥ１２０
ｘは、周波数ｆ１上のＰＣＣを介してセル１１０ｘと通信し得、周波数ｆ２上のＳＣＣを
介してリレー１１２ｘと通信し得る。リレー１１２ｘはＰＣＣを介してセル１１０ｘと通
信し得る。時間Ｔ２において、ＵＥ１２０ｘは、ＰＣＣを介してセル１１０ｘと通信し得
、ＳＣＣを介してリレー１１２ｙと通信し得る。リレー１１２ｙはＰＣＣを介してセル１
１０ｘと通信し得る。時間Ｔ３において、ＵＥ１２０ｘは、ＰＣＣを介してセル１１０ｘ
と通信し得、ＳＣＣを介してリレー１１２ｚと通信し得る。リレー１１２ｚはＰＣＣを介
してセル１１０ｘと通信し得る。
【００７１】
　[0082]図６に示すように、ＰＣＣはＵＥ１２０ｘについて同じままであり得るが、ＳＣ
Ｃは、ＵＥ１２０ｘの構成に追加されるか、またはＵＥ１２０ｘの構成から除去され得る
。図６に示された例では、ＵＥ１２０ｘは、時間Ｔ１、Ｔ２およびＴ３においてＰＣＣを
介してセル１１０ｘと通信し得る。したがって、ＰＣＣは、時間Ｔ１から時間Ｔ３までＵ
Ｅ１２０ｘについて同じままであり得、ＵＥ１２０ｘによってハンドオーバが実行されな
いことがある。ＵＥ１２０ｘは、異なる時間においてＳＣＣを介して、リレー１１２ｘ、
１１２ｙおよび１１２ｚなど、異なるネットワークノードと通信し得る。
【００７２】
　[0083]図６のＨｅｔＮｅｔ６００は以下の特性のうちの１つまたは複数を有し得る。　
　　１．ＰＣＣは同じマクロセルまたはピコセルからであり得る、　
　　２．（１つまたは複数の）ＳＣＣは、ＵＥがＨｅｔＮｅｔ中を移動する際に、異なる
リレーからアクティブ化または非アクティブ化され得る、　
　　　　ａ．（１つまたは複数の）ＳＳＣは、ダウンリンクとアップリンクの両方または
ダウンリンクのみのために使用され得る、　
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　　　　ｂ．（１つまたは複数の）ＳＳＣは、ＰＣＣのセルＩＤとは異なるセルＩＤを有
し得る、　
　　３．リレーとセルとの間のワイヤレスバックホールが以下を可能にし得る、　
　　　　ａ．ＰＣＣおよび（１つまたは複数の）ＳＣＣにわたるダウンリンクのための分
散型スケジューリング、　
　　　　ｂ．ＰＣＣおよび（１つまたは複数の）ＳＣＣのための共通のアップリンク、お
よび／または　
　　　　ｃ．ＵＥのアップリンクタイミング調整におけるフレキシビリティ、　
　　４．ＰＣＣおよび（１つまたは複数の）ＳＳＣはＵＥのために独立して構成され得る
、　
　　５．ＰＣＣが同じセルからである限りハンドオーバがトリガされないことによるＵＥ
に関するシームレスモビリティ、　
　　　　ａ．ドナーセルが、ＰＣＣ上で送信し、バックホール上でリレーにサービスする
場合、より単純になる。
【００７３】
　[0084]ＵＥ１２０ｘがＰＣＣを介したセル１１０ｘへの接続を維持する限り、ＳＣＣを
介した通信が、時間Ｔ１～Ｔ３からのリレー１１２ｘ、１１２ｙ、および１１２ｚなど、
様々な追加のネットワークノードからシフトするとき、ＵＥ１２０ｘのためのハンドオー
バはトリガされない。この特徴は、ＳＣＣ通信を介したキャリアアグリゲーションの有益
な特徴を維持しながら、ハンドオーバプロシージャに起因する追加のオーバーヘッドを低
減する。
【００７４】
　[0085]追加の態様では、ＵＥ１２０ｘはＳＣＣを介してリレー１１２ｘ、１１２ｙ、お
よび１１２ｚと通信するので、リレー１１２ｘ、１１２ｙ、および１１２ｚは、非ファイ
バー通信リンクなど、非標準バックホール６１６、６２６、および６３６を使用してセル
１１０ｘと通信する。リレー１１２ｘ、１１２ｙ、および１１２ｚを介したＳＣＣ通信は
、次いで、セル１１０ｘを通じて協調され得る。
【００７５】
　[0086]図７に、本開示のマルチプルなＣＣ上で通信するための一態様を実装するために
実行される例示的なブロックを示す。例示的な態様は、（以下で説明するように）ＵＥに
よって、または何らかの他のエンティティによって実行され得る。ＵＥは、第１の時間に
おいて、ＰＣＣを介して第１のネットワークノードと通信し、ＳＣＣを介して第２のネッ
トワークノードと通信する（ブロック７００）。ＰＣＣは、ＵＥのための指定された制御
情報ならびに場合によってはデータおよび／または他の情報を搬送し得る。ＳＣＣは、Ｕ
Ｅのためのデータおよび／または他の情報を搬送し得る。１つの設計では、ＰＣＣおよび
ＳＣＣは、ＵＥについて独立して構成され得る。第１のネットワークノードはＵＥのサー
ビングセルを含み得る。第２のネットワークノードは、ピコセル、リレー、リモートラジ
オヘッド、または何らかの他のネットワークエンティティを含み得る。たとえば、図４Ｂ
に示したように、第２のネットワークノードはまたアクセスポイントを含み、ＳＣＣは無
認可帯域内にあり得る。
【００７６】
　[0087]ＵＥは、第２の時間においてＳＣＣを介した第３のネットワークノードとの通信
を確立する（ブロック７０１）。ＵＥは、第３のネットワークノードとの通信を確立する
間、ＵＥにおいてハンドオーバをトリガすることなしに、ＰＣＣを介した第１のネットワ
ークノードとの通信を維持する（ブロック７０２）。したがって、ＵＥは、ハンドオーバ
の追加されたオーバーヘッドなしに、ＳＣＣ上で第２のネットワークノードから第３のネ
ットワークノードへ通信を切り替え得る。
【００７７】
　[0088]ブロック７００および７０１の１つの設計では、ＵＥは、ＰＣＣを介して第１の
ネットワークノードにデータを送り、ＰＣＣを介して第１のネットワークノードからデー
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タを受信し得る。ＵＥはまた、ＳＣＣを介して第２のネットワークノードにデータを送り
、ＳＣＣを介して第２のネットワークノードからデータを受信し得る。この設計では、Ｓ
ＣＣは、ＵＥのための補助ダウンリンクおよび補助アップリンクの役割を果たし得る。ブ
ロック７００および７０１の別の設計では、ＵＥは、ＰＣＣを介して第１のネットワーク
ノードにデータを送り、ＰＣＣを介して第１のネットワークノードからデータを受信し得
る。しかしながら、ＵＥは、ＳＣＣを介して第２のネットワークノードからデータを受信
するだけであり得る。この設計では、ＳＣＣはＵＥのための補助ダウンリンクの役割を果
たし得る。
【００７８】
　[0089]ＵＥは、ＰＣＣおよびＳＣＣ上でのデータ送信についての少なくとも１つの許可
を受信し得る。１つの設計では、ＵＥのための第１および第２のＣＣ上でのデータ送信の
スケジューリングは集中型であり得る。別の設計では、ＵＥのためのＰＣＣおよびＳＣＣ
上でのデータ送信のスケジューリングは分散型であり得る。
【００７９】
　[0090]ＰＣＣおよびＳＣＣは、様々な方法でデータ送信のために使用され得る。概して
、任意のタイプのトラフィック／データが、各ＣＣ上で送られ得、データは、各ＣＣ上で
ＨＡＲＱを用いてまたは用いずに送られ得る。１つの設計では、各タイプのトラフィック
は各ＣＣ上で送られ得る。別の設計では、異なるタイプのトラフィックはＰＣＣおよびＳ
ＣＣ上で送られ得る。たとえば、ＰＣＣはトラフィックキャリアを搬送し得、ＳＣＣはブ
ロードキャストデータを搬送し得る。１つの設計では、ＨＡＲＱは各ＣＣのために使用さ
れ得る。別の設計では、ＨＡＲＱは、１つのＣＣのために使用され、他のＣＣのためには
使用されない。たとえば、データは、ＰＣＣ上でＨＡＲＱを用いて送られ、ＳＣＣ上でＨ
ＡＲＱを用いずに送られ得る。
【００８０】
　[0091]図８に、本開示のマルチプルなＣＣ上で通信する一態様を実装するために実行さ
れる例示的なブロックを示す。例示的な態様は、（以下で説明するように）ＵＥによって
、または何らかの他のエンティティによって実行され得る。ＵＥは、第１の時間において
、ＰＣＣを介して第１のネットワークノードと通信し、ＳＣＣを介して第２のネットワー
クノードと通信する（ブロック８００）。ＰＣＣは、第１の時間期間全体の間、ＵＥのた
めに維持され得る。ＵＥは、第１の時間において、少なくとも１つの追加のＳＣＣを介し
て少なくとも１つの追加のネットワークノードと通信し、追加のＳＣＣの各々が、第１の
時間中にＵＥの構成に追加され、またはＵＥの構成から除去される（ブロック８０１）。
１つの設計では、ＰＣＣおよび（１つまたは複数の）追加のＳＣＣは、ＵＥのために独立
して構成され得る。第１のネットワークノードはＵＥのサービングセルを含み得る。（１
つまたは複数の）追加のネットワークノードは、ピコセル、リレー、リモートラジオヘッ
ド、および／または他のネットワークエンティティを含み得る。たとえば、図４Ｂに示し
たように、（１つまたは複数の）追加のネットワークノードは、また、アクセスポイント
を含み、（１つまたは複数の）追加のＳＣＣは、無認可帯域内にＣＣを含み得る。
【００８１】
　[0092]ＵＥは、第１の時間期間中に、ＵＥの構成に第２のネットワークノードのための
ＳＣＣを追加し得る。代替または追加として、ＵＥは、第１の時間期間中にＵＥの構成か
ら第２のネットワークノードのためのＳＣＣを除去し得る。少なくとも１つの追加のＳＣ
ＣはそのＳＣＣを含み、少なくとも１つの追加のネットワークノードは第２のネットワー
クノードを含み得る。ＵＥがＰＣＣ上で第１のネットワークノードと通信している間、Ｕ
Ｅは第１の時間期間中にハンドオーバを実行しないことがある。
【００８２】
　[0093]ＵＥは、第２の時間においてＳＣＣを介した第３のネットワークノードとの通信
を確立する（ブロック８０２）。ＵＥは、第２の時間において第３のネットワークノード
との通信を確立する間、やはりＵＥにおけるハンドオーバをトリガすることなしに、ＰＣ
Ｃを介した第１のネットワークノードとの通信を維持する（ブロック８０３）。ＰＣＣは
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、ＵＥのための指定された制御情報および／または第１のタイプのデータ（たとえば、ボ
イストラフィックなど）を搬送し得る。（１つまたは複数の）ＳＣＣは、ＵＥのための第
２のタイプのデータ（たとえば、ベストエフォートトラフィック、ブロードキャストトラ
フィックなど）および／または他の情報を搬送し得る。
【００８３】
　[0094]ブロック８００～８０２の１つの設計では、ＵＥは、ＰＣＣを介して第１のネッ
トワークノードにデータを送り、ＰＣＣを介して第１のネットワークノードからデータを
受信し得る。ＵＥはまた、（１つまたは複数の）追加のＳＣＣを介して（１つまたは複数
の）追加のネットワークノードにデータを送り、（１つまたは複数の）追加のＳＣＣを介
して（１つまたは複数の）追加のネットワークノードからデータを受信し得る。この設計
では、（１つまたは複数の）追加のＳＣＣは、ＵＥのための補助ダウンリンクおよび補助
アップリンクの役割を果たし得る。ブロック８００～８０２の別の設計では、ＵＥは、Ｐ
ＣＣを介して第１のネットワークノードにデータを送り、ＰＣＣを介して第１のネットワ
ークノードからデータを受信し得る。しかしながら、ＵＥは、（１つまたは複数の）追加
のＳＣＣを介して（１つまたは複数の）追加のネットワークノードからデータを受信する
だけであり得る。この設計では、（１つまたは複数の）追加のＳＣＣは、ＵＥのための補
助ダウンリンクの役割を果たし得る。
【００８４】
　[0095]ＵＥは、ＰＣＣ上でのデータ送信についての第１の許可を受信し得る。ＵＥは、
（１つまたは複数の）追加のＳＣＣ上でのデータ送信についての少なくとも１つの追加の
許可を受信し得る。１つの設計では、ＵＥのためのＰＣＣおよび（１つまたは複数の）追
加のＳＣＣ上でのデータ送信のスケジューリングは分散型であり得る。別の設計では、Ｕ
ＥのためのＰＣＣおよび（１つまたは複数の）追加のＳＣＣ上でのデータ送信のスケジュ
ーリングは集中型であり得る。
【００８５】
　[0096]図９に、本開示のマルチプルなＣＣ上での通信をサポートするための一態様を実
装するために実行される例示的なブロックを示す。例示的な態様は、（以下で説明するよ
うに）ネットワークノードによって、または何らかの他のエンティティによって実行され
得る。ＵＥが、第１の時間において第１のネットワークノードとの通信のためにＰＣＣを
用いて、第２のネットワークノードとの通信のためにＳＣＣを用いて構成される（ブロッ
ク９００）。ＵＥは、第１の時間の後の第２の時間において第３のネットワークノードと
の通信のためにＳＣＣを用いて構成される（ブロック９０１）。ＵＥは、また、第３のネ
ットワークノードとの通信のためにＵＥを構成する間、ＰＣＣを介して第１のネットワー
クノードとの通信を維持するように構成され、ここで、ＵＥがＰＣＣを介して第１のネッ
トワークノードと通信している間、ＵＥについてハンドオーバは実行されない（ブロック
９０２）。
【００８６】
　[0097]１つの設計では、ＰＣＣおよびＳＣＣはＵＥのために独立して構成され得る。第
１のネットワークノードはＵＥのサービングセルを含み得る。第２のネットワークノード
は、ピコセル、リレー、またはリモートラジオヘッドを含み得る。別の設計では、ＰＣＣ
およびＳＣＣ上でのデータ送信についてＵＥに許可が送られ得る。別の設計では、ＰＣＣ
上でのデータ送信についての第１の許可がＵＥに送られ得、ＳＣＣ上でのデータ送信につ
いての第２の許可がＵＥに送られ得る。１つの設計では、ＵＥは、集中型スケジューリン
グを用いてＰＣＣおよびＳＣＣ上でのデータ送信のためにスケジュールされ得る。別の設
計では、ＵＥは、分散型スケジューリングを用いてＰＣＣおよびＳＣＣ上でのデータ送信
のためにスケジュールされ得る。ＰＣＣは、ＵＥのための指定された制御情報および／ま
たは第１のタイプのデータを搬送し得る。ＳＣＣはＵＥのための第２のタイプのデータお
よび／または他の情報を搬送し得る。
【００８７】
　[0098]１つの設計では、ＳＣＣは、ＵＥのための補助ダウンリンクおよび補助アップリ
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ンクの役割を果たし得る。この設計では、ＵＥは、（ｉ）ＰＣＣを介して第１のネットワ
ークノードにデータを送り、ＰＣＣを介して第１のネットワークノードからデータを受信
し、（ｉｉ）ＳＣＣを介して第２のネットワークノードにデータを送り、ＳＣＣを介して
第２のネットワークノードからデータを受信し得る。別の設計では、ＳＣＣはＵＥのため
の補助ダウンリンクの役割を果たし得る。この設計では、ＵＥは、（ｉ）第１のＣＣを介
して第１のネットワークノードにデータを送り、第１のＣＣを介して第１のネットワーク
ノードからデータを受信し、（ｉｉ）ＳＣＣを介して第２のネットワークノードからデー
タを受信するだけであり得る。
【００８８】
　[0099]ＰＣＣおよびＳＣＣは、様々な方法でデータ送信のために使用され得る。概して
、任意のタイプのトラフィック／データが、各ＣＣ上で送られ得、データは、各ＣＣ上で
ＨＡＲＱを用いてまたは用いずに送られ得る。１つの設計では、各タイプのトラフィック
は各ＣＣ上で送られ得る。別の設計では、異なるタイプのトラフィックはＰＣＣおよびＳ
ＣＣ上で送られ得る。たとえば、ＰＣＣはトラフィックキャリアを搬送し得、ＳＣＣはブ
ロードキャストデータを搬送し得る。１つの設計では、ＨＡＲＱは各ＣＣのために使用さ
れ得る。別の設計では、ＨＡＲＱは、１つのＣＣのために使用され、他のＣＣのためには
使用されないことがある。たとえば、データは、ＰＣＣ上でＨＡＲＱを用いて送られ、Ｓ
ＣＣ上でＨＡＲＱを用いずに送られ得る。
【００８９】
　[00100]図１０に、通信をサポートするためのプロセス１０００の一設計を示す。プロ
セス１０００は、ＵＥのサービングセルまたは何らかの他のエンティティであり得る、第
１のネットワークノードによって実行され得る。第１のネットワークノードは、第１のＣ
Ｃ上でＵＥから第１のネットワークノードに送られた第１のアップリンク送信についての
第１のシンボル推定値を取得する（ブロック１０１２）。第１のネットワークノードはま
た、第１のネットワークノードに送られた第１のアップリンク送信をも受信し得る第２の
ネットワークノードから第１のアップリンク送信についての第２のシンボル推定値を取得
する（ブロック１０１４）。第２のネットワークノードは、別のセル、リレー、リモート
ラジオヘッドなどを含み得る。第１のＵＥは、第１のＣＣ上で第１のネットワークノード
と、そしてまた第２のＣＣ上で第２のネットワークノードと同時に通信し得る。第１のネ
ットワークノードは、第１のアップリンク送信についての第１の合成シンボル推定値を得
るために第１のシンボル推定値と第２のシンボル推定値とを合成する（ブロック１０１６
）。第１のネットワークノードは、ＵＥによって第１のアップリンク送信において送られ
たデータを復元するために第１の合成シンボル推定値を復号する（ブロック１０１８）。
【００９０】
　[00101]第１のネットワークノードは、第２のＣＣ上でＵＥから第２のネットワークノ
ードに送られ、第１のネットワークノードによって受信された、第２のアップリンク送信
についての第３のシンボル推定値を取得する（ブロック１０２０）。第１のネットワーク
ノードはまた、第２のアップリンク送信の予定の受信側であり得る第２のネットワークノ
ードから第２のアップリンク送信についての第４のシンボル推定値を取得する（ブロック
１０２２）。第１のネットワークノードは、第２のアップリンク送信についての第２の合
成シンボル推定値を取得するために第３のシンボル推定値と第４のシンボル推定値とを合
成する（ブロック１０２４）。第１のネットワークノードは、ＵＥによって第２のアップ
リンク送信において送られたデータを復元するために第２の合成シンボル推定値を復号す
る（ブロック１０２６）。
【００９１】
　[00102]たとえば、第１のネットワークノードによってＵＥに送られたタイミング調整
を介して、第１のアップリンク送信についてのＵＥの第１の送信タイミングが調整され得
る。たとえば、第２のネットワークノードによってＵＥに送られたタイミング調整を介し
て、第２のアップリンク送信についてのＵＥの第２の送信タイミングも調整され得る。１
つの設計では、ＵＥの第１の送信タイミングおよび第２の送信タイミングは、アップリン
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クソフト合成のパフォーマンスを改善するように、たとえば、ＵＥによって送られたアッ
プリンク送信について第１および第２のネットワークノードによって決定されたシンボル
推定値から取得された合成シンボル推定値の復号のパフォーマンスを改善するように調整
され得る。
【００９２】
　[00103]図１１に、ネットワークノード１１０ｕおよびＵＥ１２０ｕの一設計のブロッ
ク図を示す。ネットワークノード１１０ｕは、図１のｅＮＢのうちの１つであり得、およ
び／または図４～図６のセル１１０ｘであり得る。ＵＥ１２０ｕは、図１のＵＥのうちの
１つおよび／または図４～図６のＵＥ１２０ｘであり得る。
【００９３】
　[00104]ネットワークノード１１０ｕ内で、モジュール１１１０は、ＵＥ１２０ｕおよ
び／または他のＵＥの構成を決定し得る、たとえば、どのＣＣがＵＥ１２０ｕのために構
成されるか、どのネットワークノードが構成された各ＣＣ上でＵＥ１２０ｕと通信してい
るかを決定し得る。モジュール１１１２は、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデー
タ送信のためにＵＥ１２０ｕおよび他のＵＥをスケジュールし得る。モジュール１１１４
はＵＥ１２０ｕの送信タイミングを調整し得る。モジュール１１１６は、ＰＣＣ上でのＵ
Ｅ１２０ｕおよび／または他のＵＥとの通信をサポートし得る、たとえば、ＰＣＣ上での
ＵＥへのデータ送信とＵＥからのデータ受信とをサポートし得る。モジュール１１１８は
、１つまたは複数のＳＣＣ上でのＵＥ１２０ｕおよび／または他のＵＥとの通信をサポー
トし得る。モジュール１１２０は、ＵＥ１２０ｕおよび／または他のＵＥによって送られ
たアップリンク送信についてソフト合成を実行し得る。これらのアップリンク送信は、ネ
ットワークノード１１０ｕおよび／または他のネットワークノードに向けられ得る。送信
機１１２２は、ＰＣＣおよび／または（１つまたは複数の）ＳＣＣのための１つまたは複
数のダウンリンク信号を生成し得る。受信機１１１６は、ＰＣＣおよび／または（１つま
たは複数の）ＳＣＣ上でＵＥ１２０ｕおよび／または他のＵＥによって送信されたアップ
リンク信号を受信し、処理し得る。コントローラ／プロセッサ１１２６は、ネットワーク
ノード１１０ｕ内の様々なモジュールの動作を指示し得る。メモリ１１２８は、ネットワ
ークノード１１０ｕのためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。
【００９４】
　[00105]ＵＥ１２０ｕ内で、受信機１１５０は、ネットワークノード１１０ｕおよび／
または他のネットワークノードからのダウンリンク信号を受信し、処理し得る。送信機１
１６０は、ネットワークノード１１０ｕおよび／または他のネットワークノードに向けら
れたアップリンク送信を備える１つまたは複数のアップリンク信号を生成し得る。モジュ
ール１１５８は、ＵＥ１２０ｕの構成を決定し得る、たとえば、どのＣＣがＵＥ１２０ｕ
のために構成されるか、構成された各ＣＣ上でどのネットワークノードと通信すべきであ
るかを決定し得る。モジュール１１６０は、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデー
タ送信のためにＵＥ１２０ｕをスケジュールする許可を受信し得る。モジュール１１６２
は、構成された各ＣＣおよび／またはＵＥ１２０ｕが通信している各ネットワークノード
についてＵＥ１２０ｕの送信タイミングを調整し得る。モジュール１１５４は、ＰＣＣ上
でのＵＥ１２０ｕのための通信をサポートし、たとえば、ネットワークノードへのデータ
送信とネットワークノードからのデータ受信とをサポートし得る。モジュール１１５６は
、１つまたは複数のＳＣＣ上でのＵＥ１２０ｕのための通信をサポートし得る。コントロ
ーラ／プロセッサ１１６４は、ＵＥ１２０ｕ内の様々なモジュールの動作を指示し得る。
メモリ１１６６は、ＵＥ１２０ｕのためのデータとプログラムコードとを記憶し得る。
【００９５】
　[00106]図１１のモジュールは、プロセッサ、電子デバイス、ハードウェアデバイス、
電子的コンポーネント、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、ファームウェアコード
など、またはそれらの任意の組合せを含み得る。
【００９６】
　[00107]図１２に、ネットワークノード１１０ｖおよびＵＥ１２０ｖの一設計のブロッ
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ク図を示す。ネットワークノード１１０ｖは、図１のｅＮＢのうちの１つであり得、およ
び／または図４～図６のセル１１０ｘのためのものであり得る。ＵＥ１２０ｖは、図１の
ＵＥのうちの１つおよび／または図４～図６のＵＥ１２０ｘであり得る。ネットワークノ
ード１１０ｖはＴ個のアンテナ１２３４ａ～１２３４ｔを備え、ＵＥ１２０ｖはＲ個のア
ンテナ１２５２ａ～１２５２ｒを備え、一般にＴ≧１およびＲ≧１である。
【００９７】
　[00108]ネットワークノード１１０ｖにおいて、送信プロセッサ１２２０は、データソ
ース１２１２から１つまたは複数のＵＥのデータを受信し、そのＵＥについて選択された
１つまたは複数の変調およびコーディング方式に基づいて各ＵＥのデータを処理（たとえ
ば、符号化および変調）し、すべてのＵＥのデータシンボルを与え得る。送信プロセッサ
１２２０はまた、（たとえば、構成メッセージ、許可などについての）制御情報を処理し
、制御シンボルを与え得る。プロセッサ１２２０はまた、基準信号のための基準シンボル
を生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ１２３０は、（適用可
能な場合は）データシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボルをプリコード
し得、Ｔ個の出力シンボルストリームをＴ個の変調器（ＭＯＤ）１２３２ａ～１２３２ｔ
に与え得る。各変調器１２３２は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それの出力シン
ボルストリームを処理して、出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器１２３２は
さらに、それの出力サンプルストリームを調整（たとえば、アナログへの変換、増幅、フ
ィルタ処理、およびアップコンバート）して、ダウンリンク信号を取得し得る。各変調器
１２３２からのダウンリンク信号は、ダウンリンク上でのデータ送信のためにスケジュー
ルされた各ＵＥのために構成された１つまたは複数のＣＣ上で送られたデータと制御情報
とを含み得る。変調器１２３２ａ～１２３２ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、それぞ
れＴ個のアンテナ１２３４ａ～１２３４ｔを介して送信され得る。
【００９８】
　[00109]ＵＥ１２０ｖにおいて、アンテナ１２５２ａ～１２５２ｒは、ネットワークノ
ード１１０ｖおよび／または他のネットワークノードからダウンリンク信号を受信し得、
受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）１２５４ａ～１２５４ｒに与え得る。各復調器
１２５４は、それの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート
、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得し得る。各復調器１２５４はさらに、（
たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルを処理して、受信シンボルを取得し得る
。ＭＩＭＯ検出器１２５６は、すべてのＲ個の復調器１２５４ａ～１２５４ｒから受信シ
ンボルを取得し、ＭＩＭＯ検出を実行し、検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ１２
５８は、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調および復号）し、ＵＥ１２０ｖにつ
いての復号されたデータをデータシンク１２６０に与え、復号された制御情報をコントロ
ーラ／プロセッサ１２８０に与え得る。
【００９９】
　[00110]ＵＥ１２０ｖにおいて、送信プロセッサ１２６４は、データソース１２６２か
らのデータを受信し、処理し、コントローラ／プロセッサ１２８０からの制御情報を受信
し、処理し得る。プロセッサ１２６４はまた、１つまたは複数の基準信号のための基準シ
ンボルを生成し得る。送信プロセッサ１２６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ
　ＭＩＭＯプロセッサ１２６６によってプリコードされ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤ
Ｍ、ＯＦＤＭなどのために）変調器１２５４ａ～１２５４ｒによって処理され、送信され
得る。各変調器１２５４からのアップリンク信号は、ＵＥ１１０ｖのために構成された１
つまたは複数のＣＣ上で送られたデータと制御情報とを含み得る。
【０１００】
　[00111]ネットワークノード１１０ｖにおいて、ＵＥ１２０ｖおよび他のＵＥからのア
ップリンク信号は、アンテナ１２３４によって受信され、復調器１２３２によって処理さ
れ、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器１２３６によって検出され、さらに、ＵＥ１２０ｖ
および他のＵＥによって送られた、復号されたデータと制御情報とを取得するために、受
信プロセッサ１２３８によって処理され得る。プロセッサ１２３８は、ＵＥ１２０ｖによ
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って送られ、ネットワークノード１１０ｖを含む複数のネットワークノードによって受信
されたアップリンク送信についてのソフト合成を実行し得る。プロセッサ１２３８は、復
号されたデータをデータシンク１２３９に与え、復号された制御情報をコントローラ／プ
ロセッサ１２４０に与え得る。
【０１０１】
　[00112]コントローラ／プロセッサ１２４０および１２８０は、それぞれネットワーク
ノード１１０ｖおよびＵＥ１２０ｖにおける動作を指示し得る。ネットワークノード１１
０ｖにおけるプロセッサ１２４０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、図
９のプロセス９００、図１０のプロセス１０００、および／または本明細書で説明する技
法のための他のプロセスを実行または指示し得る。ＵＥ１２０ｖにおけるプロセッサ１２
８０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、図７のプロセス７００、図８の
プロセス８００、および／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行ま
たは指示し得る。メモリ１２４２および１２８２は、それぞれネットワークノード１１０
ｖおよびＵＥ１２０ｖのためのデータとプログラムコードとを記憶し得る。スケジューラ
１２４４は、データ送信のためにＵＥをスケジュールし得る。
【０１０２】
　[00113]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
ことを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによっ
て表され得る。
【０１０３】
　[00114]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハード
ウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロ
ック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関し
て説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装
するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。当業者
は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決
定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【０１０４】
　[00115]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せ
を用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、
代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイ
スの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他の
そのような構成として実装され得る。
【０１０５】
　[00116]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接
ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、Ｒ
ＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録
商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、また
は当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に存在し得る。例示的な記憶媒
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体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができ
るように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得
る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に存
在し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素とし
て存在し得る。
【０１０６】
　[00117]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで
実装した場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体
上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ
可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意
の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は
、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得
る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまた
は他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラ
ムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、
または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備える
ことができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば
、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入
者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用
して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケー
ブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（
disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディ
スク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（Ｄ
ＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）デ
ィスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク
（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体
の範囲内に含まれるべきである。
【０１０７】
　[00118]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することが
できるように与えたものである。本開示に対する様々な修正は当業者には容易に明らかで
あり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他
の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計だ
けに限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も
広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、第１の時間において、プライマリコンポーネントキャリ
ア（ＰＣＣ）を介して第１のネットワークノードと通信し、セカンダリＣＣ（ＳＣＣ）を
介して第２のネットワークノードと通信することと、
　前記ＵＥによって、第２の時間において前記ＳＣＣを介した第３のネットワークノード
との通信を確立することと、
　前記第３のネットワークノードとの通信を確立する間、前記ＵＥにおいてハンドオーバ
をトリガすることなしに前記ＰＣＣを介した前記第１のネットワークノードとの通信を維
持することとを備える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ２］
　前記第２のネットワークノードのカバレージエリアを出た後、前記ＳＣＣを介した前記
第２のネットワークノードとの通信を非アクティブ化することであって、前記非アクティ
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ブ化することは前記ＵＥにおいてハンドオーバをトリガしない、非アクティブ化すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１の時間において少なくとも１つの追加のＳＣＣを介して前記ＵＥによって少な
くとも１つの追加のネットワークノードと通信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ４］
　前記少なくとも１つの追加のネットワークノードの各々が、前記第１の時間中に前記Ｕ
Ｅの構成に追加されるか、または前記ＵＥの構成から除去される、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ＰＣＣおよびＳＣＣ上でのデータ送信についての少なくとも１つの許可を受信する
ことをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＰＣＣおよびＳＣＣ上での前記ＵＥのためのデータ送信のスケジューリングが集中
型である、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ＰＣＣが前記ＵＥのための指定された制御情報を搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥの
ためのデータを搬送する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＰＣＣおよび前記ＳＣＣが前記ＵＥのために独立して構成される、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ９］
　前記第２のネットワークノードがアクセスポイントを備え、前記ＳＣＣが無認可帯域内
にある、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第２のネットワークノードがリレーを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１のネットワークノードと前記通信することが、前記ＰＣＣを介して前記第１の
ネットワークノードにデータを送ることと、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワーク
ノードからデータを受信することとを含み、前記第２のネットワークノードと前記通信す
ることが、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードにデータを送ることと、前
記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードからデータを受信することとを含む、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１のネットワークノードと前記通信することが、前記ＰＣＣを介して前記第１の
ネットワークノードにデータを送ることと、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワーク
ノードからデータを受信することとを含み、前記第２のネットワークノードと前記通信す
ることが、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードからデータを受信すること
のみを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記ＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロードキ
ャストデータを搬送する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　データが、前記ＰＣＣ上でハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）を用いて送られ、前記
ＳＣＣ上でＨＡＲＱを用いずに送られる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　第１の時間における第１のネットワークノードとの通信のためにプライマリコンポーネ
ントキャリア（ＰＣＣ）を用いて、第２のネットワークノードとの通信のためにセカンダ
リＣＣ（ＳＣＣ）を用いて、ユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記第１の時間の後の第２の時間における第３のネットワークノードとの通信のために
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前記ＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成することと、
　前記第３のネットワークノードとの通信のために前記ＵＥを前記構成する間、前記ＰＣ
Ｃを介した前記第１のネットワークノードとの通信を維持するように前記ＵＥを構成する
ことであって、前記ＵＥが前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードと通信して
いる間、前記ＵＥについてハンドオーバが実行されない、前記ＵＥを構成することとを備
える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ１６］
　前記第１の時間における少なくとも１つの他のネットワークノードとの通信のために別
のＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成することをさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記ＰＣＣが前記ＵＥのために構成されるとき、第１の時間期間中に前記ＵＥの構成に
前記ＳＣＣを追加するか、または前記ＵＥの構成から前記ＳＣＣを除去することをさらに
備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記ＰＣＣおよび前記ＳＣＣ上でのデータ送信についての許可を前記ＵＥに送ることを
さらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記ＰＣＣ上でのデータ送信についての第１の許可を前記ＵＥに送ることと、
　前記ＳＣＣ上でのデータ送信についての第２の許可を前記ＵＥに送ることとをさらに備
える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２０］
　集中型スケジューリングを用いて前記ＵＥのために前記ＰＣＣおよび前記ＳＣＣ上での
データ送信をスケジュールすることをさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２１］
　分散型スケジューリングを用いて前記ＵＥのために前記ＰＣＣおよび前記ＳＣＣ上での
データ送信をスケジュールすることをさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記ＰＣＣが前記ＵＥのための指定された制御情報を搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥの
ためのデータを搬送する、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記ＰＣＣが前記ＵＥのための第１のタイプのデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥ
のための第２のタイプのデータを搬送する、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記ＰＣＣおよび前記ＳＣＣが前記ＵＥのために独立して構成される、Ｃ１５に記載の
方法。
［Ｃ２５］
　前記ＵＥが、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り、前記
ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、さらに、前記ＳＣＣ
を介して前記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介して前記第２の
ネットワークノードからデータを受信する、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記ＵＥが、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り、前記
ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、前記ＳＣＣを介して
前記第２のネットワークノードからデータを受信のみをする、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２７］
　前記ＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロードキ
ャストデータを搬送する、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２８］
　データが、前記ＰＣＣ上でハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）を用いて送られ、前記
ＳＣＣ上でＨＡＲＱを用いずに送られる、Ｃ１５に記載の方法。
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［Ｃ２９］
　前記第２のネットワークノードがリレーを備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ３０］
　プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上でユーザ機器（ＵＥ）から第１のネッ
トワークノードに送られた第１のアップリンク送信についての第１のシンボル推定値を取
得することと、
　前記第１のアップリンク送信を受信する第２のネットワークノードから前記第１のアッ
プリンク送信についての第２のシンボル推定値を取得することであって、前記ＵＥが、前
記ＰＣＣ上で前記第１のネットワークノードと、およびセカンダリＣＣ（ＳＣＣ）上で前
記第２のネットワークノードと同時に通信する、第２のシンボル推定値を取得することと
、
　前記第１のアップリンク送信についての第１の合成シンボル推定値を取得するために前
記第１のシンボル推定値と前記第２のシンボル推定値とを合成することと、
　前記ＵＥによって前記第１のアップリンク送信において送られたデータを復元するため
に前記第１の合成シンボル推定値を復号することとを備える、ワイヤレス通信のための方
法。
［Ｃ３１］
　前記ＳＣＣ上で前記ＵＥから前記第２のネットワークノードに送られ、前記第１のネッ
トワークノードによって受信された第２のアップリンク送信についての第３のシンボル推
定値を取得することと、
　前記第２のネットワークノードから前記第２のアップリンク送信についての第４のシン
ボル推定値を取得することと、
　前記第２のアップリンク送信についての第２の合成シンボル推定値を取得するために前
記第３のシンボル推定値と前記第４のシンボル推定値とを合成することと、
　前記ＵＥによる前記第２のアップリンク送信におけるデータを復元するために前記第２
の合成シンボル推定値を復号することとをさらに備える、Ｃ３０に記載の方法。
［Ｃ３２］
　前記第１のアップリンク送信についての前記ＵＥの第１の送信タイミングを調整するこ
とと、
　前記第２のアップリンク送信についての前記ＵＥの第２の送信タイミングを調整するこ
ととをさらに備える、Ｃ３０に記載の方法。
［Ｃ３３］
　前記ＵＥの前記第１の送信タイミングおよび前記第２の送信タイミングが、前記ＵＥか
らのアップリンク送信についてのソフト合成の復号パフォーマンスを改善するように調整
される、Ｃ３２に記載の方法。
［Ｃ３４］
　前記第１のネットワークノードが前記ＵＥのサービングセルを備え、前記第２のネット
ワークノードがリレーを備える、Ｃ３０に記載の方法。
［Ｃ３５］
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、第１の時間において、プライマリコンポーネントキャリ
ア（ＰＣＣ）を介して第１のネットワークノードと通信し、セカンダリＣＣ（ＳＣＣ）を
介して第２のネットワークノードと通信するための手段と、
　前記ＵＥによって、第２の時間において前記ＳＣＣを介した第３のネットワークノード
との通信を確立するための手段と、
　前記第３のネットワークノードとの通信を確立するための前記手段の間、前記ＵＥにお
いてハンドオーバをトリガすることなしに前記ＰＣＣを介した前記第１のネットワークノ
ードとの通信を維持するための手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３６］
　前記第２のネットワークノードのカバレージエリアを出た後、前記ＳＣＣを介した前記
第２のネットワークノードとの通信を非アクティブ化するための手段であって、前記非ア
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クティブ化するための手段は前記ＵＥにおいてハンドオーバをトリガしない、非アクティ
ブ化するための手段をさらに備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記ＵＥによって、前記第１の時間において少なくとも１つの追加のＳＣＣを介して少
なくとも１つの追加のネットワークノードと通信するための手段をさらに備える、Ｃ３５
に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記少なくとも１つの追加のネットワークノードの各々が、前記第１の時間中に前記Ｕ
Ｅの構成に追加されるか、または前記ＵＥの構成から除去される、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記ＰＣＣおよびＳＣＣ上でのデータ送信についての少なくとも１つの許可を受信する
ための手段をさらに備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記ＰＣＣおよびＳＣＣ上での前記ＵＥのためのデータ送信のスケジューリングが集中
型である、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記ＰＣＣが前記ＵＥのための指定された制御情報を搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥの
ためのデータを搬送する、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記ＰＣＣおよび前記ＳＣＣが前記ＵＥのために独立して構成される、Ｃ３５に記載の
装置。
［Ｃ４３］
　前記第２のネットワークノードがアクセスポイントを備え、前記ＳＣＣが無認可帯域内
にある、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記第２のネットワークノードがリレーを備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記第１のネットワークノードと通信するための前記手段が、前記ＰＣＣを介して前記
第１のネットワークノードにデータを送るための手段と、前記ＰＣＣを介して前記第１の
ネットワークノードからデータを受信するための手段とを含み、前記第２のネットワーク
ノードと通信するための前記手段が、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノード
にデータを送るための手段と、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノードからデ
ータを受信するための手段とを含む、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記第１のネットワークノードと通信するための前記手段が、前記ＰＣＣを介して前記
第１のネットワークノードにデータを送るための手段と、前記ＰＣＣを介して前記第１の
ネットワークノードからデータを受信するための手段とを含み、前記第２のネットワーク
ノードと通信するための前記手段が、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワークノード
からデータを受信するための手段のみを含む、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記ＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロードキ
ャストデータを搬送する、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４８］
　データが、前記ＰＣＣ上でハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）を用いて送られ、前記
ＳＣＣ上でＨＡＲＱを用いずに送られる、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４９］
　第１の時間における第１のネットワークノードとの通信のためにプライマリコンポーネ
ントキャリア（ＰＣＣ）を用いて、第２のネットワークノードとの通信のためにセカンダ
リＣＣ（ＳＣＣ）を用いて、ユーザ機器（ＵＥ）を構成するための手段と、
　前記第１の時間の後の第２の時間における第３のネットワークノードとの通信のために
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前記ＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成するための手段と、
　前記第３のネットワークノードとの通信のために前記ＵＥを構成するための前記手段の
間、前記ＰＣＣを介した前記第１のネットワークノードとの通信を維持するように前記Ｕ
Ｅを構成するための手段であって、前記ＵＥが前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワー
クノードと通信している間、前記ＵＥについてハンドオーバが実行されない、構成するた
めの手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ５０］
　前記第１の時間における少なくとも１つの他のネットワークノードとの通信のために別
のＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成するための手段をさらに備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記ＰＣＣが前記ＵＥのために構成されるとき、第１の時間期間中に前記ＵＥの構成に
前記ＳＣＣを追加するか、または前記ＵＥの構成から前記ＳＣＣを除去するための手段を
さらに備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５２］
　前記ＰＣＣおよび前記ＳＣＣ上でのデータ送信についての許可を前記ＵＥに送るための
手段をさらに備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５３］
　前記ＰＣＣ上でのデータ送信についての第１の許可を前記ＵＥに送るための手段と、
　前記ＳＣＣ上でのデータ送信についての第２の許可を前記ＵＥに送るための手段とをさ
らに備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５４］
　集中型スケジューリングを用いて前記ＵＥのために前記ＰＣＣおよび前記ＳＣＣ上での
データ送信をスケジュールするための手段をさらに備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５５］
　分散型スケジューリングを用いて前記ＵＥのために前記ＰＣＣおよび前記ＳＣＣ上での
データ送信をスケジュールするための手段をさらに備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５６］
　前記ＰＣＣが前記ＵＥのための指定された制御情報を搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥの
ためのデータを搬送する、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記ＰＣＣが前記ＵＥのための第１のタイプのデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥ
のための第２のタイプのデータを搬送する、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５８］
　前記ＰＣＣおよび前記ＳＣＣが前記ＵＥのために独立して構成される、Ｃ４９に記載の
装置。
［Ｃ５９］
　前記ＵＥが、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り、前記
ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、さらに、前記ＳＣＣ
を介して前記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介して前記第２の
ネットワークノードからデータを受信する、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ６０］
　前記ＵＥが、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り、前記
ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、前記ＳＣＣを介して
前記第２のネットワークノードからデータを受信のみをする、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ６１］
　前記ＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロードキ
ャストデータを搬送する、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ６２］
　データが、前記ＰＣＣ上でハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）を用いて送られ、前記
ＳＣＣ上でＨＡＲＱを用いずに送られる、Ｃ４９に記載の装置。
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［Ｃ６３］
　前記第２のネットワークノードがリレーを備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ６４］
　プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上でユーザ機器（ＵＥ）から第１のネッ
トワークノードに送られた第１のアップリンク送信についての第１のシンボル推定値を取
得するための手段と、
　前記第１のアップリンク送信を受信する第２のネットワークノードから前記第１のアッ
プリンク送信についての第２のシンボル推定値を取得するための手段であって、前記ＵＥ
が、前記ＰＣＣ上で前記第１のネットワークノードと、セカンダリＣＣ（ＳＣＣ）上で前
記第２のネットワークノードと同時に通信する、第２のシンボル推定値を取得するための
手段と、
　前記第１のアップリンク送信についての第１の合成シンボル推定値を取得するために前
記第１のシンボル推定値と前記第２のシンボル推定値とを合成するための手段と、
　前記ＵＥによって前記第１のアップリンク送信において送られたデータを復元するため
に前記第１の合成シンボル推定値を復号するための手段とを備える、ワイヤレス通信のた
めの装置。
［Ｃ６５］
　前記ＳＣＣ上で前記ＵＥから前記第２のネットワークノードに送られ、前記第１のネッ
トワークノードによって受信された第２のアップリンク送信についての第３のシンボル推
定値を取得するための手段と、
　前記第２のネットワークノードから前記第２のアップリンク送信についての第４のシン
ボル推定値を取得するための手段と、
　前記第２のアップリンク送信についての第２の合成シンボル推定値を取得するために前
記第３のシンボル推定値と前記第４のシンボル推定値とを合成するための手段と、
　前記ＵＥによる前記第２のアップリンク送信におけるデータを復元するために前記第２
の合成シンボル推定値を復号するための手段とをさらに備える、Ｃ６４に記載の装置。
［Ｃ６６］
　前記第１のアップリンク送信についての前記ＵＥの第１の送信タイミングを調整するた
めの手段と、
　前記第２のアップリンク送信についての前記ＵＥの第２の送信タイミングを調整するた
めの手段とをさらに備える、Ｃ６４に記載の装置。
［Ｃ６７］
　前記ＵＥの前記第１の送信タイミングおよび前記第２の送信タイミングが、前記ＵＥか
らのアップリンク送信についてのソフト合成の復号パフォーマンスを改善するように調整
される、Ｃ６６に記載の装置。
［Ｃ６８］
　前記第１のネットワークノードが前記ＵＥのサービングセルを備え、前記第２のネット
ワークノードがリレーを備える、Ｃ６４に記載の装置。
［Ｃ６９］
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備える、ワイヤレスネッ
トワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記プ
ログラムコードは、
　　ユーザ機器（ＵＥ）によって、第１の時間において、プライマリコンポーネントキャ
リア（ＰＣＣ）を介して第１のネットワークノードと通信し、セカンダリＣＣ（ＳＣＣ）
を介して第２のネットワークノードと通信することをコンピュータに行わせるためのプロ
グラムコードと、
　　前記ＵＥによって第２の時間において前記ＳＣＣを介した第３のネットワークノード
との通信を確立することをコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　　前記第３のネットワークノードとの通信を確立することをコンピュータに行わせるた
めの前記プログラムコードの実行中、前記ＵＥにおいてハンドオーバをトリガすることな
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しに前記ＰＣＣを介した前記第１のネットワークノードとの通信を維持することをコンピ
ュータに行わせるためのプログラムコードとを含む、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ７０］
　前記第２のネットワークノードのカバレージエリアを出た後、前記ＳＣＣを介した前記
第２のネットワークノードとの通信を非アクティブ化することをコンピュータに行わせる
ためのプログラムコードであって、前記非アクティブ化することをコンピュータに行わせ
るための前記プログラムコードは前記ＵＥにおいてハンドオーバをトリガしない、非アク
ティブ化することをコンピュータに行わせるためのプログラムコードをさらに備える、Ｃ
６９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７１］
　前記ＵＥによって前記第１の時間において少なくとも１つの追加のＳＣＣを介して少な
くとも１つの追加のネットワークノードと通信することをコンピュータに行わせるための
プログラムコードをさらに備える、Ｃ６９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７２］
　前記第１のネットワークノードと通信することをコンピュータに行わせるための前記プ
ログラムコードが、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り、
前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信することをコンピュ
ータに行わせるためのプログラムコードを含み、前記第２のネットワークノードと通信す
ることをコンピュータに行わせるための前記プログラムコードが、前記ＳＣＣを介して前
記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介して前記第２のネットワー
クノードからデータを受信することをコンピュータに行わせるためのプログラムコードを
含む、Ｃ６９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７３］
　前記第１のネットワークノードと通信することをコンピュータに行わせるための前記プ
ログラムコードが、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り、
前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信することをコンピュ
ータに行わせるためのプログラムコードを含み、前記第２のネットワークノードと通信す
ることをコンピュータに行わせるための前記プログラムコードが、前記ＳＣＣを介して前
記第２のネットワークノードからデータを受信することをコンピュータに行わせるための
プログラムコードのみを含む、Ｃ６９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７４］
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備える、ワイヤレスネッ
トワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記プ
ログラムコードは、
　　第１の時間における第１のネットワークノードとの通信のためにプライマリコンポー
ネントキャリア（ＰＣＣ）を用いて、第２のネットワークノードとの通信のためにセカン
ダリＣＣ（ＳＣＣ）を用いてユーザ機器（ＵＥ）を構成することをコンピュータに行わせ
るためのプログラムコードと、
　　前記第１の時間の後の第２の時間における第３のネットワークノードとの通信のため
に前記ＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成することをコンピュータに行わせるためのプログラ
ムコードと、
　　前記第３のネットワークノードとの通信のために前記ＵＥを前記構成する間、前記Ｐ
ＣＣを介した前記第１のネットワークノードとの通信を維持するように前記ＵＥを構成す
ることをコンピュータに行わせるためのプログラムコードであって、前記ＵＥが前記ＰＣ
Ｃを介して前記第１のネットワークノードと通信している間、前記ＵＥについてハンドオ
ーバが実行されない、前記ＵＥを構成することをコンピュータに行わせるためのプログラ
ムコードとを含む、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ７５］
　前記第１の時間における少なくとも１つの他のネットワークノードとの通信のために別
のＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成することをコンピュータに行わせるためのプログラムコ
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ードをさらに備える、Ｃ７４に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７６］
　前記ＰＣＣが前記ＵＥのために構成されるとき、第１の時間期間中に前記ＵＥの構成に
前記ＳＣＣを追加するか、または前記ＵＥの構成から前記ＳＣＣを除去することをコンピ
ュータに行わせるためのプログラムコードをさらに備える、Ｃ７４に記載のコンピュータ
プログラム製品。
［Ｃ７７］
　前記ＵＥが、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り、前記
ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、さらに、前記ＳＣＣ
を介して前記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介して前記第２の
ネットワークノードからデータを受信する、Ｃ７４に記載のコンピュータプログラム製品
。
［Ｃ７８］
　前記ＵＥが、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り、前記
ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、前記ＳＣＣを介して
前記第２のネットワークノードからデータを受信のみをする、Ｃ７４に記載のコンピュー
タプログラム製品。
［Ｃ７９］
　前記ＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロードキ
ャストデータを搬送する、Ｃ７４に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ８０］
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備える、ワイヤレスネッ
トワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記プ
ログラムコードは、
　　プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上でユーザ機器（ＵＥ）から第１のネ
ットワークノードに送られた第１のアップリンク送信についての第１のシンボル推定値を
取得することをコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　　前記第１のアップリンク送信を受信する第２のネットワークノードから前記第１のア
ップリンク送信についての第２のシンボル推定値を取得することをコンピュータに行わせ
るためのプログラムコードであって、前記ＵＥが、前記ＰＣＣ上で前記第１のネットワー
クノードと、およびセカンダリＣＣ（ＳＣＣ）上で前記第２のネットワークノードと同時
に通信する、第２のシンボル推定値を取得することをコンピュータに行わせるためのプロ
グラムコードと、
　　前記第１のアップリンク送信についての第１の合成シンボル推定値を取得するために
前記第１のシンボル推定値と前記第２のシンボル推定値とを合成することをコンピュータ
に行わせるためのプログラムコードと、
　　前記ＵＥによって前記第１のアップリンク送信において送られたデータを復元するた
めに前記第１の合成シンボル推定値を復号することをコンピュータに行わせるためのプロ
グラムコードとを含む、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ８１］
　前記ＳＣＣ上で前記ＵＥから前記第２のネットワークノードに送られ、前記第１のネッ
トワークノードによって受信された第２のアップリンク送信についての第３のシンボル推
定値を取得することをコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　前記第２のネットワークノードから前記第２のアップリンク送信についての第４のシン
ボル推定値を取得することをコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　前記第２のアップリンク送信についての第２の合成シンボル推定値を取得するために前
記第３のシンボル推定値と前記第４のシンボル推定値とを合成することをコンピュータに
行わせるためのプログラムコードと、
　前記ＵＥによる前記第２のアップリンク送信におけるデータを復元するために前記第２
の合成シンボル推定値を復号することをコンピュータに行わせるためのプログラムコード
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とをさらに備える、Ｃ８０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ８２］
　前記第１のアップリンク送信についての前記ＵＥの第１の送信タイミングを調整するこ
とをコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　前記第２のアップリンク送信についての前記ＵＥの第２の送信タイミングを調整するこ
とをコンピュータに行わせるためのプログラムコードとをさらに備える、Ｃ８０に記載の
コンピュータプログラム製品。
［Ｃ８３］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　ユーザ機器（ＵＥ）によって、第１の時間において、プライマリコンポーネントキャ
リア（ＰＣＣ）を介して第１のネットワークノードと通信し、セカンダリＣＣ（ＳＣＣ）
を介して第２のネットワークノードと通信することと、
　　前記ＵＥによって第２の時間において前記ＳＣＣを介した第３のネットワークノード
との通信を確立することと、
　　前記第３のネットワークノードとの通信の確立中、前記ＵＥにおいてハンドオーバを
トリガすることなしに前記ＰＣＣを介した前記第１のネットワークノードとの通信を維持
することとを行うように構成される、装置。
［Ｃ８４］
　前記第２のネットワークノードのカバレージエリアを出た後、前記ＳＣＣを介した前記
第２のネットワークノードとの通信を非アクティブ化することであって、前記非アクティ
ブ化は前記ＵＥにおいてハンドオーバをトリガしない、非アクティブ化することを行うた
めの前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに備える、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８５］
　前記ＵＥによって前記第１の時間において少なくとも１つの追加のＳＣＣを介して少な
くとも１つの追加のネットワークノードと通信することを行うための前記少なくとも１つ
のプロセッサの構成をさらに備える、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８６］
　前記第１のネットワークノードと通信することを行うための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り
、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信することを行うた
めの前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含み、前記第２のネットワークノードと通
信することを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成が、前記ＳＣＣを介
して前記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介して前記第２のネッ
トワークノードからデータを受信することを行うための前記少なくとも１つのプロセッサ
の構成を含む、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８７］
　前記第１のネットワークノードと通信することを行うための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り
、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信することを行うた
めの前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含み、前記第２のネットワークノードと通
信することを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成が、前記ＳＣＣを介
して前記第２のネットワークノードからデータを受信することを行うための前記少なくと
も１つのプロセッサの構成のみを含む、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８８］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第１の時間における第１のネットワークノードとの通信のためにプライマリコンポー
ネントキャリア（ＰＣＣ）を用い、第２のネットワークノードとの通信のためにセカンダ
リＣＣ（ＳＣＣ）を用いて、ユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　　前記第１の時間の後の第２の時間における第３のネットワークノードとの通信のため
に前記ＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成することと、
　　前記第３のネットワークノードとの通信のために前記ＵＥを前記構成する間、前記Ｐ
ＣＣを介した前記第１のネットワークノードとの通信を維持するように前記ＵＥを構成す
ることであって、前記ＵＥが前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードと通信し
ている間、前記ＵＥについてハンドオーバが実行されない、前記ＵＥを構成することとを
行うように構成される、装置。
［Ｃ８９］
　前記第１の時間における少なくとも１つの他のネットワークノードとの通信のために別
のＳＣＣを用いて前記ＵＥを構成することを行うための前記少なくとも１つのプロセッサ
の構成をさらに備える、Ｃ８８に記載の装置。
［Ｃ９０］
　前記ＰＣＣが前記ＵＥのために構成されるとき、第１の時間期間中に前記ＵＥの構成に
前記ＳＣＣを追加するか、または前記ＵＥの構成から前記ＳＣＣを除去することを行うた
めの前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに備える、Ｃ８８に記載の装置。
［Ｃ９１］
　前記ＵＥが、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り、前記
ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、さらに、前記ＳＣＣ
を介して前記第２のネットワークノードにデータを送り、前記ＳＣＣを介して前記第２の
ネットワークノードからデータを受信する、Ｃ８８に記載の装置。
［Ｃ９２］
　前記ＵＥが、前記ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードにデータを送り、前記
ＰＣＣを介して前記第１のネットワークノードからデータを受信し、前記ＳＣＣを介して
前記第２のネットワークノードからデータを受信のみをする、Ｃ８８に記載の装置。
［Ｃ９３］
　前記ＰＣＣがトラフィックデータを搬送し、前記ＳＣＣが前記ＵＥのためのブロードキ
ャストデータを搬送する、Ｃ８８に記載の装置。
［Ｃ９４］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上でユーザ機器（ＵＥ）から第１のネ
ットワークノードに送られた第１のアップリンク送信についての第１のシンボル推定値を
取得することと、
　　前記第１のアップリンク送信を受信する第２のネットワークノードから前記第１のア
ップリンク送信についての第２のシンボル推定値を取得することであって、前記ＵＥが、
前記ＰＣＣ上で前記第１のネットワークノードと、およびセカンダリＣＣ（ＳＣＣ）上で
前記第２のネットワークノードと同時に通信する、第２のシンボル推定値を取得すること
と、
　　前記第１のアップリンク送信についての第１の合成シンボル推定値を取得するために
前記第１のシンボル推定値と前記第２のシンボル推定値とを合成することと、
　　前記ＵＥによって前記第１のアップリンク送信において送られたデータを復元するた
めに前記第１の合成シンボル推定値を復号することとを行うように構成される、装置。
［Ｃ９５］
　前記ＳＣＣ上で前記ＵＥから前記第２のネットワークノードに送られ、前記第１のネッ
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トワークノードによって受信された第２のアップリンク送信についての第３のシンボル推
定値を取得することと、
　前記第２のネットワークノードから前記第２のアップリンク送信についての第４のシン
ボル推定値を取得することと、
　前記第２のアップリンク送信についての第２の合成シンボル推定値を取得するために前
記第３のシンボル推定値と前記第４のシンボル推定値とを合成することと、
　前記ＵＥによる前記第２のアップリンク送信におけるデータを復元するために前記第２
の合成シンボル推定値を復号することとを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの
構成をさらに備える、Ｃ９４に記載の装置。
［Ｃ９６］
　前記第１のアップリンク送信についての前記ＵＥの第１の送信タイミングを調整するこ
とと、
　前記第２のアップリンク送信についての前記ＵＥの第２の送信タイミングを調整するこ
ととを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに備える、Ｃ９４に記載
の装置。

【図１】 【図２】
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【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図７】 【図８】
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